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世 界 を 見 つ め て 
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TO RAY 
DOW CORNING 
SILICONE 

12月1日から、トーレ・シリコーン株式会社は、 

東レ・タウコーニンク・シリコーン株式会社 
（英文社名：Dow Corning Toray Silicone CらLtd.) 

に社名変更いたしました。 

東レとタ。ウコーニンクえDより強い握手。手J、たちはク’ローバノレ企業としての飛躍をめざし、新た 

なスタートを切りました。今後の「東レ／・ダウコーニング・シリコーン株式会社」にご期待くノごさし、 

東レ・ダウコーニング・シリコーン建築用シーラント 

SSG構マ去カミ 

建築を変えた。 
最近、脚光を浴びているSSG（ストラクチュラル‘シリコーン・ 

グレージング）構法。これは、建物の窓や外壁を構成する 

ガラスやパネルを耐久性・耐候性・接着性に優れたシ 

リコーン材を使って室内側のマリオンやメタルフレームに 

接着固定するというもので」ニメタルフレーム類を外部に出 

すことなく、平滑なガラス壁面を形成しますので直線や曲 

線の組み合わせも自由にでき、美しく斬新なデザインが可 

能になり、世界的に普及してきていまt 

- コ 

- 

■SSG構法用シーリング材 

品 番 成分形ノタイプ 特 長 

SE796シーラント 
2成分形 
アミノキシ型 

中モジュラス 

高伸長 
現場施エ 

S El 97シ一ラント 
2成分形 
アルコ－ル型 

高モジュラス 
速硬化性・自己接着性 
エ場施エ 

*

'

-

 
S
 
E
 
7
 

。

J

 
B
 
、ン
 

ラ
 

ン
 

I成分形 
アルコール型 

高モジュラス 
自己接着性 
現場（エ場）施エ 

東レ・ダウコーニンク：シリコーン株式会社 
東京都中央区日本橋室町2丁目3番16号三井ビル6号館〒lm TEL: (03）舛6 -165 1（代表） 

*0C795相当品 
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剛から柔へ－現代の建築構造力網‘構造から 

柔構造（動〈ビル）へと変わっfさ、ま、シーリング材は、 

建物の柔軟性や設計の自由性を支える重要な部材 

として、設計段階から慎重に検討されていまt 

サンスター技研は、シーリング材のリーラ斗ングメ 

ーカーとして、高度化・多様化する建築業界のニー 

ズに、たゆまぬ研究開発と確かな実績でお応えして 

いまt 

るサンスター技研のシーリング材 
鼻 
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・弘 
●新川崎ハークンティ~985 ‘．笑阪：ヒルトンホテル 金ヒノ 

耐候力と対応力に自信あり、 

サンスターの 

シーI)ング材。 

{‘喬 

’、簡肋98 。 
建築用弾性シーリンク材 

ペ-ギンシりし 

サンスター技研株式会社 
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'I マム・ザ・タワーー 

'S1 響
 本 社：大販府高槻市明田町7●1号 TEL0726伯1)0351 

東京支店：車車‘津区三田IT目31罵号！ヤナバビ●’TEL 叩(453)9301 
名古’主店：名古屋市千税区豊堺2丁目柵7号 TELOS2(722鵬15 
大阪支店：大阪府高臓市明田町7.1 号 TEL07跖【“m 
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養生テープのパイオニア

カモ井 No. 3303(Blue) 
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〈特長〉 

●被着体への「ぬれ」ガよく、引張りによるテープの伸びガ小さ＜、蛇行がありません。 
●粘着力の温度依存性ガ小さいので、養生後の「はガし」が簡単で、斜め切れがありません。 
●プライマーの溶剤におかされないよう十分考慮されております。 

●強粘着タイプ、弱粘着タイプ、アール（曲線）とり用など用途にあわせてお選ひ下さい。 

0 カモ井加I紙株式会社 
本 社 〒7旧岡山県倉敷市片島町236 

TEL . (0864)65-5811代 FAX . (0864)65-5815 
東京営業所 〒103 東京都中央区日本橋本石町4-5毛須田ビル 

TEL . (03)271-3888(fi) FAX . (03)271-3601 



●屋上防水工事 
●補修，改修工事 
●シーリングエ事 
●ライニング工事 

●防水及補修全般 
結露防止・改修工事 

●赤外線建物診断 
●漏水現場診断・施工設計 

責任 施 エ 

広島県外壁補修工事業協同組合員 
日本シーリング工業事団体連合会会員 
全日アスファルト防水事業協同組合員 
日本樹脂施工協会会員 
サンスター会会員 
リフリート工業会会員 
TVS赤外線建物診断研究会会員 

（広島県知事許可般一63第4809) 

O 株733 焦舞どすン TEL 082-291-1631(fり FAX 082-291-1739 

昭」 

（・載州＋（ソーセージ）=（高効率） 細
兼
 

シー力のシーリンク‘材は、ー成分ウレタ％常に均― 
な品質と優れた作業性が身上で克しかもソーセー 
ジタイプなら、取り扱いも容易で施工後の後始末も 
簡単。ですから作業効率が高く、しかも非常に経済 
的。また材料口スが極めて少ないのも魅力で支 
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建築用シーリング材 

かカフレックズ15LM 

日本シーカ株言r会社 
本社〒I13 東京葛大田区大森北2・‘ーI8・東京建物大萩ビIレTEL(03)?61船21 FAX(叩)16 そII? 

札幌（Ohl）毘ト633ト仙台（0毘）お7-250ト富山（0764)42-3四2・東京（03)767・722ト名古屋（時2)7幻－73闘・大阪（06)3T5・薦ト福岡（092)4た・1604・沖縄（圏田）呼2841 
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SEC/IICHO 
人々の健康で快適な暮らしに貢献する 

新生、'SEC/XICHO 
II 

あけましておめでとうございます。 

旧年中は皆様のご愛顧を賜わり厚くお札申しあげます。 

本年も「人々の健康て9*適な暮らしに貫献するSEC. ICH0 」として、 

ニーズに遭応した商品の開発にー層の努力をいたしてまいります． 

昔様のご指導、ご支撮を賜わりますよう衷心よりお願い申しあげます． 

取締役社長 財 前 太 ー 

世界長株式会社 
本社ノ〒663 兵庫県西宮市津門大箇町8・39 Phone(0798)26-5724（化峻品事果郎） 

営業所／名古屋(052)722-3301 広島（082)295-0371 福岡(092)474-5582 

* * (03) 462-5161 ** (0272)23-5675 fili* (022)295-7051 

札幌運絡所（011)221-2102 
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又、現在2成分形〈変成シリコーン系・ポリサルフアイド系・ポリウレタン系〉 
の3基材は同ー口径缶、全色力ラーマスター方式となっております。 

更丑〕 
札 幌／仙 

K コニシ株式会社ボンド建設部 
本社営業W大阪市中央区平野町2-1-2（沢の鶴ビル）ラ541 
東京支店ノ東京都台東区台東4丁目認番11号（第唾力銀渋沢ビル）〒m 
福岡支店 名古屋支店 

台／新 潟／金 沢／北関東／静 岡／高 松／岡 山／広 

TEL06 (228)2963 
TEL03(5688)2281 

島／鹿児島 
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KaneKa 

常警輸,「ミ1議ミ篤 

変成シリコーンポリマー 

力ネ力MSポリマーft 

I弓
 

I 三． 
毒 

きれいなシ～クンクI 

鐘淵化学工業株式会社 

目立たないけれど 

高反応で定着していま魂 

特殊樹脂二部 

．本 社 〒531］大阪市北区中之島3丁目2番4号朝日新聞ビル 

電話：大阪（叫)226-533“ダイヤルイン） 
●果京支社 〒107 東京都港区元赤坂1丁目3番12号赤坂センタービル 

電話：東京（03)479・％乃（ダイヤルイン） 

▲耐久性、耐候性に優れていまt 

▲作業性が良好でt 

▲石材、タイルなど目地周辺を汚染しません。 

▲塗料の付着性が良好です。 

▲超高層ビルから小住宅まで幅広い用途に使用できま七 

超
高
層
ビ
ル
か
ら
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
ま
で
、
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会長挨拶、顧問・日シ工連会長近況報告 

大谷浩造・小池迪夫・加藤正守・山本 勇 

工業会1年の歩み 

1990年を展望する 

俳句、永平寺か（加藤正守） 

トピックス 

会員会社紹介 

コニシ・サンスター技研 

リレー随筆その2 、ー少年の思い出ク（平野英作） 

技術文献紹介 

本部だより・各地からのたより 

刊行物案内 

日本シーリングエ業会の概要 

/ 

変成シリコーン系2成分形シーリング材 ボリウレタン系2成分形シーリング材 

ニブラ‘・MS ふ，ナ多刃 
ポリサルファイド系2成分形シーリング材 ブチル系1成分形シーリング材 

ニッシール2ルンシーI' 
〈製造元〉 

日興化学工業(*) U 西I35 東京都江東区白河4一9 -5 
■廿東京03 (642) 7105-6・7 I 55 

 ノ 
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’辰浦逮丶、
低モジユラス 
（メタル‘PCカーテン 
ウォール・土木用） 

ー 般 用 
（ガラス・一般建材用） 

1 成分形 
アミノキシ型

己成分形

361 
‘り騒2 

3 成分形 
酢 酸 

1 成分形 
アルコール 

1 成分形 
オキシム 

1 成分形 

中・高モジユラス 
（ストラクチュラル 

グレイジング用） 

防 カ ビ 性 
（バ ス タ ブ 

／ー～ 

381 
- 維 3 38ロ 371 

は澎一Iレ 

1巨ロロ 

崩 

 I 

フ3 

78 

62 

6誉 

64 ンへー、 

3ロロ ー～ノン 

67 

節 

剛
 

明
 

透 超
 （ショーケース用） 

難 燃 性 
（防 火 区 ■ 内 用） 

難燃充墳シー・ル用 
（シリコーンフォーム） 

流 助 
（土 木 

性
剛
 

マスチツク型 
（油 性 補 修 用） 

*1 JIS A 5758 rSR・1・10030..A..Nj 
*2 JIS A 5758 'SR-2-1 0030-A・Nj 
*3 JIS A 5758 'SR-l-Sロ30G・A-Nj 

信頼のブランド 

シ 

各種用途に適した 

製品のラインナップ 

超高層ビルに数々の実績がある 

トスシール。この実績が保証する 

品質の確かさ、十分なる技術サー 

ビス体制、豊富な製品ラインが、 

どのような用途にもきっとご満足 

のゆく製品となって、皆様のお手 

許にお届けすることができます。 

Iレ 
●建築用シーリング材に関することなら、 

ます、東芝シリコーンにこ相談ください． 

〔％扇ha 
SILICロNE 

東芝コリコーン 

東芝ョリコーン緊 
本社ノ●I06 東京都港区六本木6-2-31 
廿(03)479-3501（代）●支店ノ大阪・名古屋 

営業所ノ札幌・仙台・北間東‘松本・厚木・金 
沢・広島・福岡 

8 



年頭にあたって 

日本シーI-)ング工業会 

会長 大谷 浩造 

新しい年を迎え，誌上を借 

寿 蹄 り皆様方に謹しんで新年のお 

曹＝ 〕 慶びを申し上lヂます。 

-b－ 昨年は昭和天皇御不例の中 
1 

‘ 

に新年を迎え 間もなくの崩 

'' ‘ 御に接しました。激動の昭和 

を生きて来た私どもにとりましては誠に感無量であ 

り，昭和の時代が終ったことに一抹の淋しさを感じ 

た次第でございます。 

さて国内経済は，政府の推進する内需拡大策が定 

着し，活況の中に推移いたしました結果，旺盛な建 

設需要に伴い，シーリング業界も潤い，シーリング 

材の出荷も好調で，前年に引続き可成の伸長になっ 

たものと思われます。 

当工業会では63年度事業として，官民共同研究「シ 

ーリング防水の改修設計・施工指針」の作成に参画 

し，技術委員会で検討を行ない，その結果を昨年1 

月末に答申致しました。本件は昨12月7日報告会が 

催され発表されました。この報告はいずれ公刊され 

ると聞いております。 

平成元年度の事業としては，JIS A 5758-1986 

「建築用シーリング材」の見直しを取り上げ，エ技 

完の指導の下に，(1）新基材ー変成ポリサルフアイド 

系の編入，(2）試験項目及び内容の見直し，(3）外国並 

びに国際規格との整合－一を目標として作業を進め 

ており，今年3月初旬に答申を予定しております。 

また今秋米国ワシントンで開催されるASC国際 

会議への参加を予定し，発表論文の取りまとめを行 

っております。 

当工業会で発表しております出荷統計は，業界唯 

一の指標で，会員は勿論のこと各界で広く活用され 

ておりますが，私どもはより正確でより権威ある統 

計とすべく通産省の指導を得，昨夏以降通産省主導 

による統計調査に改めました。四半期毎の統計とな 

近況報 

りましたので，年内の推移が見られると共に，政府 

に於ける助成・政策決定などの重要な資料ともなり 

ますので，私どもも協力を惜しまず，業界のご理解 

に役立てて頂ける資料にしたいと存じております。 

さて今年の経済状勢は如何なものでしょうか，政 

府の内需拡大政策は変らないと思われますので，国 

内経済は多少のかげりがあろうとも，引続き活発で 

あると考えられます。建設業は経済の先導を務める 

以上，シーリング材もその余慶に預かるものと存じ 

ます。このような好機に恵まれながら利益なき拡大 

に走るような愚を避けたいものです。 

ベルリンの壁も撤去され，東西の無益な軍備競争 

にも終止符が打たれました。世界中が繁栄に向って 

動き出した情勢に遅れることなく，私どもも協調と 

信頼を深め稔りある年にしたいと念願する次第であ 

ります。 

シ＝コ凹ング 

それは恣意淋愚ではなく 

仕為隣具でなければならない 

日本シーリング工業会顧問 

東京工業大学教授 小池 迫夫 

－験－一，」、~ 過日，箱根新道を車で下り 

胃てご「 
－】 － -－ 料金所の横に「シート（死 

！ 」、、 ： 止）ベルト着用」の掲示があ 

］ った。安っぽい語呂あわせと 

罵 は思いながら，それなりに記 

憶に留まる思いだった。 

さてこの小文は，閑人特有の駄酒落であることを 

お許し頂きたい。 

* 

建築界には，専門内容によるヒエラルキーが厳然 

と存在する。建築に関する雑誌の編集方針を見れば， 

それの順序は自ずから明白である。残念なことは， 

最近その傾向が囲日本建築学会の機関誌である「建 
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築雑誌」にも現われていることである。要するに， 

建築の専門分野は平等ではないのだ。 

シーリング工事にしてもそうである。今では十分 

認識されてきたと思うが，とかくデザイナーは，設 

計の理論を無視して目地幅を狭く要求する傾向があ 

る。そしてヒエラルキーがそれを強要する。しかし， 

その報いは思わぬ短期間で疲労による欠陥発生とい 

う形で現われる。 

シーリングジョイントの設計は建築防水技術の中 

で最も工学的である。それは，シーリング材が置か 

れる環境がモデル化され易いことにもよるが，ジョ 

イントムープメントの発生が，コンクリート下地の 

ムープメントに較べて，位置においても大きさの面 

でも，必然性と確度が断然高いことに由来しよう。 

別の言葉で言えば，防水層の場合は原則無視の選 

択が，下地コンクリートのムープメント発生如何に 

よっては，欠陥を免れる幸運に恵まれることもある。 

しかし，カーテンウォール等のシーリング材の場合 

には，その幸運は全くない。 

恣意とは，わがままな心・自分勝手な考えを言う 

（新漢和辞典・大修館刊）。原則を無視した勝手な指 

示は，やがて報いのくる淋しく愚かな行為と言える。 

シーリングは“恣意淋愚”であってはならない。 

* 

仕とは，「奉仕」の用例のように，つかえるの意で 

あり，具とは，完備する・準備する意である（新漢 

和辞典・大修館刊）。 

すなわち，シーリングの技術は隣にくる部材に仕 

える為の諸条件を完備するものである。 

まさに“仕為隣具” と言えよう。 

* 

シーリング材やシーリング技術がそうであること 

は，シーリング材業界にもそれが要求されているこ 

とである。 

ということは，別の目的で開発されるフッソ系塗 

料などへの対応も，シーリング材業界の責任といえ 

るのかも知れない。 

変革の時代に 

日本シーI-)ング工業会顧問 

千葉大学助教授 加藤 正守 

昭和から平成へ，昭和は終 

った。「沖縄の返還なくして日 

－ 一 本の戦後は終らない」 という 

名言があったが，事変，戦争， 

，イ 

敗戦， 復興， 繁栄の激動の昭 
ド 和は終ったのである。 

リクルート事件，消費税の導入などの政治不信を 

背景に・先に行われた参議院選挙では自民党が惨貝毎i 

し，社会党を中心とする野党勢カが大勝した。参r 

院では政府与党である自民党は絶体的過半数を失っ 

てしまった。わが国は議会制民主主義国家であり， 

複数政党は存在しているが，実質的には長期にわた 

って一党支配による政治体制が続いていたが，ある 

意味での新しい時代への変革を意味しているのであ 

ろう。臨時国会では，消費税の廃止法案や見直し法 

案が審議されたが，近く予定されている総選挙では 

いかなる審判が下されるのであろうか。 

地中海のマルタにおける米ソサミットは，冷戦の 

象徴として東西ベルリンを分断してきた「壁」に穴 

をあけ，ブルンデンプルク門での東西ドイツ首相の 

固い握手を実現した。ソ連は深刻な経済問題を抱え， 

独立を求めるバルト三国の百万人の「人間の鎖」な 

どの対応に苦慮しながらもペレストロイカを叫び嚇 
けている。改革は必ずしも進んではいないが，ハン 

ガリー動乱の武力介入の誤りを認め，東欧諸国の新 

たな改革を期待している。ハンガリーとポーランド， 

熱
 

そしてチェコスロバキアで共産政権が倒れ，複数政 

党による自由選挙を実施するという。共産主義は崩 

壊したのだろうか。最後まで改革を拒否していたル 

ーマニアのチャウシエスク政権が崩壊しつつあるこ 

とを伝えている。戦争という手段によらず市民運動 

によってこのような政治的改革をなし遂げたのは歴 

史上類を見ないことであろう。 

中国は武力によって民主的市民運動を鎮圧した。 

I0 



中国，北朝鮮などアジアの共産主義は何処へ行くの 

であろうか。米国のパナマへの侵攻は，中南米諸国 

の米国への不信感を高めつつある。自由が勝つか， 

武カが勝つか，世界の流れは変えることはできない。 

1990年は，21世紀への新しい時代への第ー歩であ 

り，政治的，社会的変革が経済にどのような影響を 

与えるのであろうか。変革の時代へ世界は大きく動 

いている。 

1 J90年を迎えての課懸 

日本シーリング工事業団体連合会 

会長 山本 勇 

皆様新年明けましてお目出 

'I-：~み、 とう御座居ます。今年は，「馬 

’二’’ 年」です。大いに天高く駆け 

4'ーノ、、一 昇りたいですね。私共日シエ 
癖I可「 一一 「昌隷舞 

- ~ にあたり，永年懸案として参 

りました組織の法人化を目指し，全国事業協同組合 

連合会組織へと改組し，年明けと共に走り出すこと 

に致しました。建設業界は好況の波に乗り，受注量 

は増大しつつあり，今年も又好況持続が期待出来そ 

うです。誠に喜ばしきことで同慶の至りに存ずる次 

第です。昨年12月には，東京晴海及び千葉県幕張メ 

ッセの両会場で，日本では初めてとも言える防水関 

連業界全体での大々的なPR も開催され，予想を上 

」る沢山の見学者の来場がありました。私も見学者 

の1人ですが，情報宣伝下の時代を反映して，今回 

の開催の社会的価値の意義は大きく，業界発展にも 

大きく寄与するものと深く感銘すると共に，今後の 

業界の責任の重要さを強く感じて参りました。日シ 

工連は，今回の開催には出店参加は致しませんでし 

た。工事業者としての参画方法に難しさを感じたか 

ら で，実際見学後も，その考えは変りませんでした。 

来年度の開催までにはじっくり良案を練って参加の 

途を考えよう と思いながら会場を後にしてきま 

した。扱昨年度「シーリング防水業」 を取りまく， 

防水関連業界の動きの中で,一番感じられた問題と 

して，我々業界に対する，外部業界からの攻勢の度 

が強まって来つつあると思えることでした。勿論， 

自由競争原理の中では，当然な動きかも知れません。 

土地取得に限度のある島国日本では，建築物は上へ 

伸びて高くせざるを得ません。この事で工事量が増 

えるのは「シーリング防水分野」であって，底面積 

を広く大きくは難しいことです。即ち面防水工事量 

の増大にはつながりません。「シーリング防水分野」 

が狙われるのは当然と思うべきでしょう。ー方工事 

量増大を克服するのに必要な作業労働者の不足，そ 

の最終解決策とも言える自力による若手労働者の教 

育養成対策も思うにまかせません。又材料販売流通 

経路の複雑性からくる諸問題，同業防水業者間の競 

争等々，同じ屋根の下に住む仲間なのに，なにか， 

ごちゃごちゃして味方なのか敵なのか判然としない 

様相が強くあります。そうした意味からも，今年は 

是非とも，シーリング防水工事業としての将来への 

ビジョンを，しっかりと把握確立して，その中から 

自立自営の途を捜し出して，全会員一致団結し諸問 

題を解決してゆかねばなりません。それがためには 

「シーリング防水」の社会的，業界的な価値を高め 

てゆく方策と位置づけを，しっかりとPRしてゆく 

以外に途はありません。今年は「馬年」です。目的 

達成に向って走り出すに，ふさわしい新年です。こ 

の度，事業協同組合連合会に改組した理由もそこに 

ある訳で，全会員皆様の絶大な協力と努力を心から 

お願い申しあげます。そしてューザーの皆様よりの 

強く，固い信頼を得るよう頑張ってゆこうではあり 

ませんか。 

伽 

a 

0 

J 
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IT'S JUST SEALANT! 
JIS .4 5758‘許可番号576247 

フジテオコ-Jし 
液状ポリサルフアイドを 
ベースとした2成分形の 

シーラントで、構遣物 
の変位に追随し、日光、 

油薬品等によく耐え 愚 
ます。 

アクリルェマルショ 

ンをベースにしたシ 

ーリング材で、長期 

にわたり柔軟性を失う 

ことなく、その性能を 

十分に発揮します。 

のJIs .4 5758 許可番号381074 
, 

一
 

、
 

ユーゼりト-"10る 
ミ芦 

・

「

・

 ウレタンエラストマーの 

持性を活して、 ンーラン 

トとしての要求を満た 

し、且つ優れた諸性能 

を有する2成分形の 

シーラン トです。 

繊
 

、
 玉

 ,h 。，Irゅ“ 

勢
 

"' 議
逮
‘
1
 

J

 

\

-

 

‘
》
f
 濠

 事曹i 
一， 二二二 

,ニL 

電一 1 

武蟻熱＼ 

1三， 

鼻A 5758 許可番号 576247 グーソい 
、 ~、、－ ／ ~ー 

x トリツつこざデ， 
変成シリコーンポリマーをベース 

に耐熱性，耐久性は抜群，経済性や 

施工条件に対して許容度を高めた 

総合性能バランスの良さが大きな 

持徴のシーリング材です。 

中」 

乾性油および不乾油 

などの油や石油樹脂、 

タルクなどを混ぜて練 
り合せ柔軟性のバテ状 

にした油性コーキング材 
です。 

,
 

エ」rI  --_司レ 
（紗JIS A 5751 許可番号368206 

の 
昭石化工株式会社 金沢事務所0762l 22 )4911 

新潟営業所025(225)233 1 
本社 東京都渋谷区代々木1-11-2 TEL.(03)320 -2005 大阪営業所 06 (341) 6395 
札幌出張所011(251)7912 東京営業所 03(320)2013 広島出張所082(283)9226 
仙台営業所022(267)5319 名古屋営業所052(231)6568 福岡営業所092(291)0008 

A 型ミキスタにu子供“ができたガ 

軽量圏ミキスタ11.5kg〔誕生〕 
・・・特 長・・・ 

簡一―-―ー便l II .5k9と軽量・小 

型、バドルが側部に装着でき持ち 

運びが便利。片手でラクラク移動 

できます／ 

通気性を高めモー 

タ－の温度上昇を防ぎました。 ~ 
日連続8時問運転にも充分対応し 

ます。 

園ーー一~1 重しが低いため転 

倒や缶ブレがありません。 また取 
っ手が保護枠ン、バドルアーム（バド 

ルを差し込む（遊）部分）となり突起 
箇所がなく、電源コード格納スペ 

ース付きの安全設計です。 

'74戸～232グ缶ま 
でを定評の山型パドルで完監に混 

合します。尚、 3 段式フープをセ 

ッ ト致します。(I86-244共通） 

丈夫で長持ち 

確実・安心 

り

1

 

一
奮
響
‘
 

1 台Ii万円 

※実用新案・意匠登録出願済 

ミキスタ工業株式会社Il器慧器驚瑠蛎殻町1-33-7 
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総総器器総器総器総総g工業会1年の歩み葦器総総総総総総器器総 
年 月

1. 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

主 な で き こJ と 

025周年記念講演会及び新年会開催。 

特別講演：講師・堺屋太ー氏「建設業の中長期見通し」 
〇 「シーリングニュース」35号発行。特集「サイディング材とシ 
ーリング」 

0管理士検定講習会開催。管理士64名，技術管理士88名が参加。 

〇官民連帯共同研究「シーリング防水の補修・改修設計・施工指 

針」完了。報告を答申。 

〇消費税実施に伴いカルテル結成の届出，受理された。 

0理事選挙管理規定を制定。 

063年度決算並びに元年度予算案を決定。 
〇「シーリング」26号発行。建設省建築工事共通仕様書及び消費税 
Q &A を特集。 

〇第26回通常総会開催。63年度事業報告，決算並びに元年度事業 
計画，予算案，役員人事，会則改正を可決承認。 

01990年ワシントンで開催されるASC国際会議への参加を決 

定。 

0 JIS A 5758 改正につき正式委託を受けた。 

〇通産省窯業建材課が「シーリング材生産量」統計調査を実施。 
0 「シーリングニュース」36号発行。特集「消防法改正に伴うシ 
ーリング材等の取扱いについて」 

0 JIS改正第1回本委員会開催，改正作業を開始。 
0会員名簿発行。 

〇通産省より統計調査結果（元年1 -3月，4---6月）が発表された。 

0技術講演会開催。レ鉄道総研・主幹研究員 大石不二夫氏「鉄 

道橋梁用ロングライフシーリング材」＞大成建設・主席研究員 

角田知己氏「土木建築用途における新しいニーズとシーリング 
材」>日本プレコン・技術課長 渡辺敬一氏「コンクリート2 
次製品の目地処理」 

〇通産省より7--9月の統計調査結果発表。 
0顧問・相談役を囲む懇談会開催。 

関 連 業 界 

〇消費税外枠表示統一を要請 

（日本建材産業協会） 

〇建築工事共通仕様書元年版刊 
行（建設省） 

〇昭和62年リフォーム投資3兆 

8000億円と発表（建設省） 

〇関連業界，施工・販売店会が 

続々消費税カルテル結成 

〇診断希望は「外壁・防水」が 

トップ（マンション保全診断 

センター） 
0 「シーリング防水施工法」改 
訂版発行（日シ工連） 

0 SSG構法など先端技術シン 

ポ開催（日本建築学会） 
0北海道シーリングエ事業協同 
組合設立 

〇大深度地下開発構想具体化 
（官庁，ゼネコン） 

〇JASS21 [ALCパネル」改定 

0平成元年度建設投資見通し70 

兆1100億円に（建設省） 
0日シ工連第14回総会開催 

〇全防協（仮称）設立説明会開 

催 
○保全工事共通仕様書元年版発 

行（住都公団） 

〇サッシ・建具JIS改正へ 
0建築学会大会開催（熊本） 
〇日本建築仕上学会設立 

0創立20周年祝典挙行（建築ガ 

スケット協会） 
0東北シーリング工事業協同組 
合設立 

0 SSG構法研究報告会開催（日 

本建築学会） 

〇秋季講演会開催（建研） 

0官民連帯共同研究第一回発表 

会開催（建設省） 
0中国シーリング工事業協同組 
合設立 
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時代の進化をサポート0 
建築用弾性シーリング材 

ハでボ-J 
2 成分形ポリサ117ァイド系 

HI-Bon 100D 
2 成分形ポリウレ9ン系 

H‘一Bon 5000 

(0) 

の表示許可工場 

2 成分形変成シリコーン系 

Hi-Bon 2000 
1成分形ポリウレ9ン系 

Hi-Bon 5100 

日丘化成ポリマー株式会社 
東京都千代田区内神田1 -13-7 （四国ビル）〒101 

実績と信頼の 

シI Iグング衍 

RH200D 

PS2000 

JIS-A-5758 - 9030認定品… 

ボニーシーラー 
ポリサルフアイド系シーリング材： 

MS3000 

引S △－ 5薦B rrnニェ定品 

ボニーシーラ・一 
変成シリコーン系シーリング材 

U 3000 

引S-A-5758 80P0認定品 

ボニーシーラ・一 
ボリウレタン系シーリング材 

』S-A-6024規格合格品 

ェポセット 
エボキシ系注入剤 

⑤テjtitI***1 
本 社 〒533 大阪市東淀川区下新庄3 -11 -28 

TEL 大阪（06)328-1118（代表） 

東京営業所 〒105 東京都港区新橋6 -10-3（遠江ビル） 

TEL 東京⑩3)431 -9357（代表） 
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噂「概 況 

好調な国内景気に支えられ，産業界は依然として 

好況に沸き立っている。特に建設業は，構造不況に 

喘いでいた昭和50年代から一転し，内需拡大の牽引 

車的役割を果しつつ急激な成長を遂げている。ピー 

クを過ぎた住宅建設も依然高水準で推移，合理化・ 

省力化を目的とした設備投資も引続き活発で本年の 

見通しも明るい。反面，建設労働力の不足と高齢化 

問題は益々深刻の度を加え，外国人労働者の雇用と 

併せて本年の大きな課題となっている。防水・シー 

リング業界も例外ではなく，各地で技能労働者の払 

底が露呈している。元請・下請の関係改善，技能労 

働者の地位向上，さらに低水準のままの労働生産性 

と受注価格の見直しなど業界に内在する課題は多い。 

畿今こそ，業界こぞって、魅力ある建設産業クへの取 

組が必要な時と言えるだろう。 

建築着工動向 
全国的な活況によりゼネコン，サブコンともフル 

稼働が続き，建築資材メーカーの出荷量もー昨年程 

ではないにせよニ桁前後の伸びは確保した模様であ 

る 

建築投資の推移は，昭和62年，63年の急激な増大 

に比べればやや鎮静化をみせているが，現時点での 

受注状況と実質65兆円（前年上ヒ0.5％増，平成元年見 

通し）という投資規模からすれば，現状が建設業全 

体のひとつの生産限界に至っているとの見方もでき 

る。ー方，着工動向を見ると，昨年1 -P10月の総床 

面積は前年同期比で5.4％増，不燃建築については 

6.4％増を示した。投資規模同様伸び率は鈍化してい 

るが，ー昨年の高水準を引継いでのものでかげりは 

全く見られない。62年がー応のピークと見られた新 

設住宅着工も目立つ程の落込みは見られず，昨年は 

戸数・床面積ともー昨年を上回る可能性が出ている。 

また，鉱工業，商業，サービス業など非居住用建設 

も民間の設備投資が活発で昨年は一昨年に続き14-

15％の伸びが見込まれ，さらに，本年についても内 

需好調の持続から設備投資増額予定企業がふえると 

の予測も出ている。 

こうした傾向に加え，特に関西地区に目立つ大型 

プロジェクトの本格化，狭少な国土を背景とした建 

築物の高層化ならびに再開発，海外工事の受注回復 

など建設需要はまだ当分高水準を保つと見るのが妥 

当と思われる。しかし一方で，労働事情の悪化，中々 

改善されない建築労働生産性といった問題も顕在化 

してきた。現実には，建設業就業者数は過去最高を 

記録しているところから多すぎる需要に追いつけな 

いのが実態でもある。エ・構法ならびに材料開発に 

よる現場生産性の向上が，とりあえずは今後の着工 

増を左右する大きなポイントになるとも言えそうで 

ある。 
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シーリング材需要動向 
建築用シーリング材の出荷動向については，昨年 

から通産省窯業建材課による生産量調査が行なわれ 

るようになり，より正確な統計値の把握が可能とな 

った（シーリングニュースNo.37既報） 。その結果，従 

来の当工業会調べによる出荷推計値に，かなりの上 

方修正が施されたものもあるので留意されたい。以 

下は，最新資料である昨年第3四半期までの統計値 

（表一1）をもとにした需要動向の概要である。 

昨年の建築用シーリング材全体の伸びは，高水準 

ながらも一昨年の17.5％増には及ばず，着工量同様 

鈍化を示し10％前後，出荷量も8万3,000'-'4,000トン 

程度と見られる。近年の傾向としてシリコーン系， 

表-1 建築用シーリング材の生産量の推移 通産省生活産業局窯業建材課調べ（単位：トン） 

篇ぐぐ 1985年 1986年 1987年 
1988年 1989年 

1'-3月 4-....fi月 7-.,.9月 10-42月 1-"-3月 4-6月 7-....9月 

シ リ コ 一 ン 系 9,083 10,293 11,401 13,002 2,971 3,175 3,391 3,466 3,871 3,567 3,929 

1 成分形 7,836 8,882 9,923 11,352 2,571 2,781 2,969 3,031 3,465 3,172 3,524 

2成分形 1,247 1,411 1,478 1,650 400 394 422 435 406 395 405 

変成シリ コーン系 3,879 5,122 7,133 9,574 2,151 2,265 2,446 2,713 2,861 2,965 3,164 

1 成分形 1,658 2,534 3,861 5,155 1 ,135 1 ,268 1,361 1,393 1,436 1,561 1 ,603 

2成分形 2,221 2,588 3,272 4,418 1 ,015 997 1,085 1,321 1,425 1,405 1 ,562 

ポリサルフアイド系 9,757 9,604 9,873 11,309 2,831 2,549 2,824 3,105 2,894 2,684 2,912 

アクリルウレタン系 600 610 660 780 150 220 250 160 180 200 240 

ポリ ウレタ ン系 15,517 17,165 20,542 24,513 5,852 5,856 5,989 6,816 6,484 6,718 6, 42 

1 成分形 3,948 4,111 4,910 6,036 1 ,363 1,493 1,521 1,659 1,682 1,807 1 ,745 

2成分形 11,569 13,054 15,632 18,477 4,489 4,363 4,468 5,157 4,802 4,911 4 .598 

ア ク リ ル 系 11,812 12,106 12,694 14,634 3,210 3,529 3,848 4,047 3,627 3,755 3,732 

S B 17 系 69 60 52 46 9 11 10 16 10 9 9 

プ チ ル ゴ ム 系 1,130 1 ,115 1,197 1,324 291 319 336 378 317 342 226 

油 性 系 2,071 1 ,895 1,670 1 ,462 318 383 389 373 320 375 299 

合 計 53,918 57,970 65,223 76,644 17,783 18,306 19,482 21 074 20,565 20,616 20,852 

小数点以下は四捨五入。(JIS Z 8401 (1984)「数値の丸め方」に準拠） 

従って各項目の合計は必ずしも合計値に一致しない。 

表―2 建設着工統計 嵐次頁に続く （単位：千n.) 

月
 

年
 

間
 

間
 

総 数 
用 途 別 床 面 積 

居住専用 
居住産業 

併 用 

農林水産 

業 用 
鉱エ業用 

商業サー 

ビス業用 
公益事業用 公務文教用 そ の 他 

床面積 

55 221,722 109,807 22.468 7,665 22,688 29.735 5.337 23,919 104 

（対前年比） ( 90.4) ( 88.6) (84 .2) (88 .0) (103.7) (88 .7) (95 .2) (96 .5) (60 .1) 

56 202.752 100.122 20,028 6,678 21. 346 28,170 5.551 20.716 139 

（対前年比） ( 91.4) ( 91,4) (89 .1) (87 .1) (94 .1) (94 ,7) (104.0) (86 .6) (133.7) 

57 
（対前年比） 

一
「
 

100,672 
(100.5) 

18,932 
(94.5) 

5.981 
(89.6) 

19,089 
(89.4) 

26.756 
(95.0) 

4.508 
(81.2) 

19. 530 
(94.3) 

174 
(125.2) 

58 
（対前年比） 

一
一
 

92,470 
(99,9) 

18,706 
(98.8) 

6
1
 

・ 0
 

n35 

0

一 

1QJ く
 

、
 

19,130 
(100.2) 

30,292 
(113.2) 

4.262 
(94.6) 

17.892 
(91.6) 

228 
(131.0) 

59 
（対前年比） 

196,138 
(103.6) 

92,788 
(100.1) 

19,082 
(102.0) 

6,109 
(97 .0) 

25,568 
(133.7) 

31 , 137 
(102.8) 

4,478 
(105.1) 

16,721 
(93 ,5) 

246
(1 ~7 .9)

 60 199,561 95,705 19,138 5,838 25,035 31,617 5,789 16. 216 223 
（対前年比） (101.7) (103.1) (100.3) (95 .6) (97 ,9) (101.5) (129.3) (97 .0) (90 .7) 

61 
（対前年比） 

207,682 
(104.1) 

102.858 
(107.5) 

19,864 
(103.8) 

5,809 

(99 ,5) 

21,248 
(84 .9) 

35,600 
(112.6) 

5,396 
(93 .2) 

16. 736 
(103.2) 

m
一
 62 237,226 123,703 23,213 5,763 21,391 40.795 5,814 16, 344 203 

（対前年比） (114.2) (120.3) (116.9) (99 .2) (100.7) (114.6) (107.7) (97 ,7) (118.4) 

63 
（対前年比） 

255,793 
(107.8) 

127,064 
(102.7) 

24,216 
(104.3) 

5.477 
(95 .0) 

29,901 
(139.8) 

45,404 
(111.3) 

6

,

8

9

4

(118 .6)
 

16.574 
(101.4) 

252 
(124.1) 

平成元年 第1四半期 57,385 27,859 5,209 1.087 7,629 11, 120 1 .596 2.845 42 

（対前年同期比） ー (104一8) (97 .5) (92 .2) (97 .3) (140.1) (118.5) (114.1) j (90 .8) (77 .7) 

平成元年 第2四半期 
（対前年同期比） 

71,107 
(108.5) 

35,326 

(106.7) 

6,498 -
(99 .8) 

1 ,522 

(111.5) 
10,042 
(131.7) 

12,227 
(104.4) 

1

,

9

2

9

(117 .7)
 

3.452 
(97.5) 

112 
(186.7) 

平成元年 第3四半期 71,602 33.454 6.244 1 ,400 9.793 12. 590 2,366 5,666 88 

（対前年同期比） (103.1) (99 ,3) 〔97.9) (94 .0) (120.8) (102.9) (127.4) (101.4) (139.6) 
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変成シリコーン系，ポリサルファイド系，ポリウレ 

タン系の各弾性基材の伸びが著しく，中でも1成分 

形の進出が目立っているが，昨年もほぽ同様に推移， 

各基材とも好調を示している。しかし，その好調な 

1 成分形を凌いでいるのが変成シリコーン系2成分 

形で，1 ' 9月の前年同期比では41.8％の大幅増を 

示し，汎用化が進んでいることを物語っている。 

本年も着工動向の流れから全般的に増加基調にあ 

ることは確実だが，伸び率については労働事情等も 

考慮すると引続き鈍化する可能性が濃い。しかし， 

労働者不足は逆に建築構法の乾式化を一層促すもの 

と考えられ，カーテンウォールメーカーの予測では 

PC 部材等の生産量は昨年比10--'15％増を見込んで 

ーュるほどである。シーリング材出荷量もシーリング 

業界，特に施工面のキャパシティに関ってくる面も 

出てきそうであるが，乾式構法を支える建築材料と 

してその重要性は益々高まるものと考えられる。ま 

た，シーリング施工も，ここにきて1成分形の進展， 

住宅建設のパネル構法化により，従来の専門技能者 

以外にも新規参入者がふえている。新たな需要層と 

してその成長に注目すべきであるが，技術面での未 

ロ床面積 
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図－2 不燃建築着工総計 

建 築 主 別 床 面 積 構 造 別 床 面 積 

民 間 不燃建築物 
不 燃 建 築 物 

鉄骨・鉄筋 

コンクリート造 

鉄 筋 

コンクリート造 
鉄骨造 コンクリート 

プロック造 
その他 

公 共 木 造 
小 計 会社ー法人 個 人 

32.842 76,761 112. 123 90, 304 131, 415 18,381 49,168 62,644 989 233 
(95 .6) (95 .6) ( 85.5) ( 86二1) ( 93.6) (100.3) (90 .9) (94 .0) (89 .9) (81 .8) 
31 .268 67,911 103,574 80.304 122,445 17.508 45, 376 58,423 876

一
 

269 
(95.2) (88.5) ( 92.4) (88.9) ( 93.2) (95.3) (92.3) (93.3) (115.5) 
26,792 
(85.7) 

62,787 
(92.5) 

106,063 
(102.4) 

81.384 
(101.3) 

114,258 
( 93.3) 

15. 226 
(87.0) 

一
一
 

56, 672 
(97.0) 

806 
(92.0) 

m
一
 24,179 

(90.2) 
67,569 
(107.6) 

97,533 
(91.9) 

71,526 
(87.9) 

117,755 
(103.1) 

16.960 
(111.4) 

40,375 
(98.0) 

59
,(1~1759) 

663 
(82.3) 

282 
(82.7) 

22,073 
(91.3) 

75,135 
(111.2) 

98,930 
(101.4) 

70,970 
(99.2) 

125,168 
(106.3) 

16. 307 
(96.1) 

41,817 
(103.6) 

66,071 
(111.1) 

61893 .
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355 
(125.9) 

20,464 78,192 100,907 70,503 129,060 17,747 42,576 67,918 527 293 
(92.7) (104.1) (102.0) (99.3) (103.1) (108.8) (101.8) (102.8) (85.3) (82.5) 
20,527 79,606 107,549 73,679 134,003 20,316 44.339 68,520 515

一
 

314 
(100.3) (101.8) (106.6) (104.5) (103.8) (114.5) (104.2) (100.9) (107.2) 
21,040 
(102.5) 

89.768 
(112.8) 

126,419 
(117.5) 

85,081 
(115.5) 

一
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23.168 
(114.0) 

52,057 
(117.4) 

76,087 
(111.0) 
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(96.7) 

336 
(107.1) 

21.658 109.472 124.601 82,724 173,056 26,547 55,104 90,580 481 342 
(102.9) (121.9) ( 98.6) (97.2) (113.7) (114.6) (105.8) (119.0) (96.6) (101.8) 
3,937 26,524 26,932 18.322 39. 062 6.336 11,022 21, 521 74 109 
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4.782 31,590 34,737 24,074 47,035 7.021 13.026 26,760 137 91 
(98.1) (114.0) (105.3) (110.8) (107.3) (101.6) (90.8) (119.5) (130.5) (115.2) 
6.804 
(99.5) 

32.195 
(108.6) 

32,646 
(99.2) 

22. 206 
(102.2) 

49,396 
(103.6) 

6.467 
(95.4) 

14.945 
(95.2) 

27,739 
(111.2) 
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( 91.8) 

89
( 93 . 7) 
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要を背景に着実に伸びているアクリル系だが，昨年 

は前年同期比で5.0％増にとどまっている。ALC目 

地にはポリウレタン系などの進出もあり本年の動向 

が注目されよう。 

このほかでは，ブチルゴム系，油性系がそれぞれ 

6.5％減，8.8％減と好調な弾性系とは裏腹な結果を 

示し，弾性系への転換が更に進んでいることがわか 

る。また，新基材である変成ポリサルファイド系の 

1 成分形シーリング材が，上市メーカーも徐々にふ 

え，パネル目地を中心に実績をあげつつある。現在 

改正作業中のJ Is で追加規定される見込で，適材 

適所の中での位置付けなど本年が注目の年となりそ 

うである。 

―方，施工技術面を見ると，専門工事業団体で才 

る日本シーリング工事業団体連合会が今春にも全国 

8地区協を構成員とする組合連合会として法人化さ 

れる見込である。施工技能はもとより，後継者の育 

成，体質改善など多方面にわたる事業の充実化が期 

待される。また，当工業会も参加した建設省官民連 

帯共同研究「シーリング防水の改修設計・施工指針・ 

伺解説」の成果が今春より普及活動にはいる。改修 

シーリング材の耐久設計など改めてシーリング構 

法・技術の認識向上が期待されるところである。こ 

のほか建設省建築工事監理指針平成元年版の発刊， 

改正J Is の告示など新たな展開が見込まれよう。 

改・補修需要も含めューザーニーズの多様化・高 

度化は決して止むものではなく，その要求に応える 

ものはシーリング技術の信頼性以外の何ものでもな 

い。種々の技術成果をハード面に反映し，各種構万 

部材をも包含したシーリング構法として揺るぎない 

技術を確立・定着させていくことが我々の使命と考 

える。 

熟さ等による危険性をはらんでいる分野でもある。 

基材別に見ると，まず，シリコーン系はメタルカ 

ーテンウォール，SSG 構法の増加に見られるガラ 

ス用途の堅調を背景に,昨年は一昨年に続き2 桁伸 

びを維持する見込で，特に1成分形は前年同期比（1 

~9 月，以下同）22.1％増と好調である。一方，や 

や低調の2成分形は，汚染や化粧性に対するユーザ 

ーの不信を拭うことが相変らずの課題である。 

変成シリコーン系がここ数年同様に30％前後の突 

出した伸びを見せ，1成分，2成分の合計ではポリ 

サルファイド系を上回ることが確実と見られる。タ 

ックの改良などにより適用範囲も拡大， 1 成分形は 

パネル住宅等へのルート需要が伸長し前年同期比 

22.2％増，2成分形も41.8％増を示した。 

ポリサルフアイド系は,近年の安定成長を受継ぎ 

5 ％弱の伸びと見られる。前年同期比は3.5％増だ 

が，中低層建物での実績と安心感はユーザーに広く 

浸透しており， 1成分形も含めさらに需要を拡大し 

ていく可能性もあると言えよう。 

弾性基材の中ではマイナーな存在のアクリルウレ 

タン系だが， l - 9 月実績は昨年と全く変わらない。 

被塗装性とコスト面の有利さがューザー層に徐々に 

浸透しつつあるので，今後が期待される。 

物量面では弾性基材の出荷量の約40％を占めるの 

がポリウレタン系で，昨年も10％前後の底固い伸び 

が見込まれている。相対的に安価で受入れられ易く， 

RC 造の塗装目地に定着，また,土木分野での適用 

も多い。さらに耐候性に優れる1成分形もプレハブ 

住宅やサイディング目地に浸透しており，本年も期 

待されるところである。前年同期比では1成分形が 

19.6％増，2成分形が7.5％増を示している。 

価格と作業性のメリットならびに好調なALC需 
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山S耐久性区分9030に合格 

高性能ー成分形ポリウレタンシーラント 
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●特長 0 ー液ですので、計量、混練、脱泡などの手 

間がいりません。 

0 モジュラスと伸びとのバランスが良く、振 

動伸縮に対する追従性が優れています。 
0 多くの被着体に対し非常に優れた接着性を 

っています。 
0 硬化後、各種塗料による塗装が可能です。 

0 耐候性、耐熱耐寒性、耐水性、耐薬品性に 

優れ、長期にわたり高性能を維持します。 

・荷姿 カートリッジ（320u・l) 25本入りカートン箱 

ミニペール缶（4l) 2個入りカートン箱、 

ペール缶（12l) 

■色 グレー、ホワイト、アイボリー、アンバー 

製造元 

オーKイヒ学互業ホ朱式昌社 
東京都港区西新橋2 一23一1 if (03) 437一3482（代表） 

大阪市淀川区東三国1 -12-15 if (06) 396-1421 

発売元 

林武合社岩田商会 
札 幌 oil・741・3302 

仙 台 022・266-1007 

東 京 03-438・0511 

長 野 0262・93・4328 

浜 松 0534・64・6331 

名古屋 052・231・8591 

06-356-1121 

0822・49・7642 

092・472・0235 
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岡
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永平寺 
加藤正守 

早ロに三黙を説く日短か 

ー塵もなき廻廊に冬陽射す 

韋駄天を祀りし庫裡の小春かな 

燈籠も冬構へして影をひく 

深山幽谷に囲まれた永平寺は，七堂伽藍を中心に 

大小七〇余棟の殿堂楼閣が建ち並んでいる。寛元元 

年（一二四三年），道元禅師によって開山されたもの 

で，曹洞宗の大本山である。山門の左右の柱には次 

の聯を掲げ，求道者の入門の心得を提起している。 

家庭厳峻不容陸老従真門入。 

鎖鑰放閑遮莫善財進一歩。 

参詣者は傘松閣に案内され，ここで若き雲水が永 

平寺の歴史，機構，雲水たちの生活などを早口に説 

明してくれる。傘松閣は，総桧造りの大広間で，そ 

の格天井には川合玉堂，伊藤深水らの日本画家によ 

って花鳥の彩色画が描かれている。一名「絵天井の 

大広間」と呼ばれている。 

三黙道場とは僧堂，浴室，東司のことで，ここで 

は―切の私語が禁じられている。僧堂は，修行の根 

本となる坐禅，打眠，二時（小食，中食）の粥飯を 

とる堂で，笠探菩薩が祀られている。浴室は，いう 

までもなく入浴場のことであるが，入浴は佛法に従 

い身心ともに清浄を心がけて沐浴するのである。「沐 

浴する者千人なりとも，その湯浄きこと元の如し」 

という心得もある。水印三昧によって悟ったといわ 

燃碧 

“
「
，
 

!
 

＝」 

町― 

事一 

、 

1J' 
嚇
 

マ
 

'
'
 
《 

」
 

熱瞬霧川」「難鷺1贈 ［蘊■ 

れている跋陀羅菩薩が祀られている。東司は，厠の 

ことで，身心の清浄，国土の清浄を示した「正法眼 

蔵洗浄」の一節が板書されており，鳥蒭沙摩明王が 

祀られている。 

殿堂楼閣は廻廊によって連絡されており，その全 

長は千五百米にも及ぶといわれている。禅宗では身 

心内外の塵を拭き浄めることを重視し，廻廊の雑巾 

がけは一塵も許さざる厳しさがある。特に寒中の素 

足素手，寒水による雑巾がけは手足が凍りつくよう 

な厳しさがある。 i 

庫裡は，厨房のことで，その正面中央には足の早 

いことで有名な韋駄尊天が祀られている。出来上っ 

た食事を暖かいうちに一刻でも早く配するための守 

護神でもある。弁食を作る人も，その弁食を頂く人 

も共に三輪空寂，すぺてが清浄である。 

雪に埋れる永平寺は，廻廊は勿論のこと庭木，燈 

籠，碑などすべてが冬構えの中に禅の佛法が綿々と 

続けられている。 

雪深く佛も耐えて在しけり 柏翠 

（千葉大学建築学科助教授） 
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官民連帯共同研究 
第一回発表会開催 

「外装材の補修・改修技術の開発」 

: uV'.Wg .W .W .令どツクズ 

研究室主任研究員・本橋健司＞可 

とう性を有するタイル補修用接着 

剤の開発＝コニシ研究開発第四部 

次長・喜多惇N常温アスファルト 

系屋根防水補修・改修工法の開発 

＝田島ルーフィング技術研究所開 

発部長・今井隆良③補修・改修工 

法の開発レ外装改修工法の開発＝ 

建築研究所第四研究部施工技術研 

究室長・馬場明生N GRC パネル 

被覆改修構法の開発＝旭硝子中央 

研究所主任研究員・和久井智（④）調 

査診断機器の開発N全体経緯＝馬 

場明生（前出）ン中性化と仕上げ厚 

さの測定方法＝小野田リフレッシ 

ュ事業本部部長代理・伊部博（⑤）補 

修・改修設計・施工指針の開発＝ 

楡木堯（前出）。 

なお，当日の発表は，時間の都 

合上各テーマー機関の発表で研究 

成果を代表するものではない旨の 

楡木部長の断わりがなされた。 

建研との共同研究者は次のとお 

り（順不同）。 

N 旭硝子NコニシN新日軽レ戸 

田建設N日本建築仕上材工業会N 

田島ルーフィングン日本塗装工業 

会NダイフレックスN日本外壁防 

水材工業会Nアスファルトルーフ 

ィング工業会レ樹脂接着剤注入工 

法協議会レ合成高分子ルーフィン 

グ工業会N低圧樹脂注入工法協議 

会レ日本ウレタン建材工業会＞日 

本シーリング工業会Nサンスター 

技研N三井東圧化学N日立化成工 

業レ小野田Nケット科学研究所。 

なお，研究成果であるシーリン 

グ防水の改修設計・施工指針につ 

建設省 

共
同
研
究
者
の
紹
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建設省主催の第一回「建設省官 

民連帯共同研究発表会」が12月7 

日午後1時より東京・新宿の朝日 

生命ホールで開催された。同共同 

研究には当工業会も耐久性総プロ 

に引続き昭和63年度より参加，昨 

年春にー連の研究作業を終了し報 

告書を提出している。 

》当日は・まず・建設省建設技監・ 

萩原兼脩氏が「民間の知識ならび 

に開発技術と国の研究機関がー体 

となって共同研究を行う同制度は， 

昭和61年に制定され，今回が初の 

発表会となる。研究成果は当初の 

目的を充分に達成したと言え，建 

設省としても積極的に活用を図り 

たい」と挨拶，また，同建築研究 

所・小泉重信所長も「建研では昭 

和29年から耐久性に関わる研究・ 

実験等を行っているが，今回は11 

－鵬町而“皿“‘戸豊一““記」一r 

社9団体の民間の参加を得て研究 

開発が行われた。おりしも外壁落 

下物による重大事故が発生したば 

かりで，外装材の改良・新工法の 

開発は大きなテーマとなっている。 

本研究成果の活用を期待するとと 

もに普及に尽力したい」と述べ， 

発表会に移った。 

発表会のスケジュールは，午後 

1時15分～2時45分までが土木研 

究所が研究実施機関となった「路 

車間情報システムの開発」，午後3 

時～4時30分までが建築研究所が 

研究実施機関となった「外装材の 

補修・改修技術の開発」で，後者 

の内容は次のとおり。 

①共同研究者（後掲）紹介＝建築 

研究所第二研究部長・楡木堯②補 

修・改修用材料の開発レ全体経緯 

＝建築研究所第二研究部有機材料 
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いては，建築技術5月号に概要が 

掲載される予定。 

「土木用シーリング材」 
技術勉強会開催 

約100名が参加 

ぐ～雄響霧『ぎ讐誉二事…ー－ 

移った。講習スケジュールは次の 

通り。 

N「鉄道橋梁用シーリング」（講 

師＝大石不二夫氏・助鉄道総合技 

術研究所主幹研究員）N「土木， 

建築における新しいニーズとシー 

リング材料」（講師＝角田知己氏・ 

大成建設技術研究所主席研究員） 

N 「コンクリート二次製品の目地 

処理」（講師＝渡辺敬一氏・日本プ 

レスコンクリート技術開発部技術 

課長）。内容は大石氏が①鉄道高畿 

橋伸縮目地用弾性シーラント②ず 

補修材料③高架橋防音壁目地用シ 

ーリング④無塗装鋼橋用ロングラ 

イフ（50年以上）シーラントー 

について，また，角田氏は，近未 

来の土木技術の課題である大深度 

地下構造物のシーリング材などを 

中心に，さらに渡辺氏は①土木用 

コンクリート製品・構造物の紹介 

②主な継手構造③環境④ボックス 

カルバートタイプでの各種目地試 

験と結果一などについて詳述し 

注目を集めた。 

会
場
風
景
 

ー 

草m 

r
 需

 

蕪 轟 

大石氏 角田氏 

当工業会では，昨年に続き2度 

目のシーリング技術勉強会を11月 

21日午後1時より東京・千代田区 

大手町の竹橋会館で開催した。 

今回のテーマは「土木用シーリ 

ング材」。専門分野より研究者を講 

師に招き，会員・賛助会員ら聴講 

者約100名が参加し盛況となった。 

つ 

!
 

,,11
誓
電
 

叫
 

渡辺氏 

こ 

当日は，まず，西沢順之助技術 

委員長が挨拶に立ち，趣旨ならび 

に技術委員会の活動概要を説明， 

「相当量のシーリング材が使用さ 

れているのは確かだが，あいまい 

な部分が多い土木分野。技術的解 

説が主体となると思うが大いに参 

考にして欲しい」 と述べ，本題に 
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建設省監理指針発刊へ 

検査方法を解説 

建設省の建築工事施工監理指針 

平成元年版が2月上旬に発刊され 

る見込となった。同指針は，建設 

省建築工事共通仕様書（共仕）の 

解説版とも言える位置づけにあり， 

，回の発刊は・昨年の共仕改定に 

伴うもの。 

シーリング工事に関連する主な 

改定ポイントは，共仕で新たに追 

加規定された「9.4.6検査」につい 

て，その検査方法が具体的に詳述 

された点である。共仕では「硬化， 

接着などの不具合がある場合は， 

切取り検査を行う」とあるが，今 

回の監理指針では，その方法とし 

て，ダンベル状に打抜いたサンプ 

ルで引張試験を行う旨明記され， 

2成分形シーリング材のサンプリ 

ングについても具体的な方法が詳 

述されている。 

建設省では，今回の改定版発刊 

に伴い，2月下旬に東京，大阪で 

説明会を開催する予定で，他地域 

についても4月以降に順次開催し， 

平成2年度着工分からの全面普及 

を図る方針にある。 

新年会を盛大に開催 

梧原氏（建設省）が特別講演 

ー，に・コ蘇誹“馬慧 

特別講演会 

雷E “コー 

当工業会恒例の新年会が1月17 

日午後5時より東京駅八重洲口の 

「ホテル国際観光」で開催され， 

内需好調の活気を帯び会員一同意 

欲新たに新春の門出を祝った。 

当日は，新年会に先立ち午後3 

時30分より特別講演会が催され， 

講師の梧原幸八郎氏（建設省建設 

大臣官房官庁営繕部監督課工事検－ 

査官）が「官公庁建築の現状と展 

望など」をテーマに，現状の問題 

点，要望，課題など熱弁を振った。 

また，引続いての新年会では， 

大谷会長の挨拶のあと官学界をは 

じめ，工事業団体，販売店などよ 

り祝辞をいただき盛大な祝宴には 

いった。 

1K・K会」 
ゴルフコンぺ開催 
第四回「K・K会」が去る11月 

24日，快晴，無風のもと，「市原京 

急カントリークラブ」で開催され 

ました。東工大・小池迪夫先生， 

千葉大・加藤正守先生の頭文字を 

戴いた，当会は，当工業会の技術 

委員会，検定委員会，広報委員会 

が，日頃，何かと御指導を賜って 

いるお礼と慰労を兼ねて年2回開 

催しています。 

当日は舌戦から始まり，右や左， 

上や下，川や池にと，苦戦を重ね 

る大混戦となり，結局，理建工業 

開服部健士委員が，優勝しました。 

また， ドライビングコンテストは， 

西沢順之助技術委員長，西川信義 

委員，篠沢一義委員，滝沢克委員， 

小林茂之広報委員長らが競い合い， 

西沢，西川の両氏のプッチ切りで 

結着がつきました。飛ばすだけが 

搏灘 

素
 

,
 

W
' 

，ぐ． 
先
奮
 

スタート前のスナップ 
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“汐ク認“、’'W幽’'“~wI..~vm %"％、、“vI...W“、v 

－舞，一.‘一‘愛嬖 し，身も心も震えながら緊張した 

スタートでした。 

幸い，快晴，無風の絶好の天候 

に恵まれ，非常になごやかな雰囲 

気で，本当にプレーを満喫するこ 

とができました。終ってみれば， 

私としては，出来過ぎの成績で， 

今後，相性の良いコンぺになりそ 

うです。 

又，パーティーでは，失言，放 

言も何のその，全く気にしない破 

天荒な状態で，一時はどうなる． 

とかと心配しましたが，さすがは 

紳士の集まり，最後は，きちっと 

閉幕しました。 

いろいろお世話して下さいまし 

た幹事の方々，本当にご苦労様で 

した。愉快な皆様方ありがとうご 

ざいました。 

．
加
藤
先
生
 

ぐ

小

池

先

生

 

誠
 

"
"
 

生甲斐の男達の戦いは，和やかな 

パーティーで幕を閉じ，次回の開 

催を約東し合って，散会となりま 

した。今回の幹事役，篠沢委員（東 

芝シリコーン），井上委員（信越）, 

の御苦労に心より感謝申し上げま 

す。 （広報委員会 記） 

rj(・K会」に参加して 

技術委員 内海敏博 

技術委員会に出席しているうち 

富魂 澱 珂昌 

に，一度は，参加させていただき 

たいと思っていた「K・K会」で 

したが，今回，ようやく念願をか 

なえることができました。K・K 

会が，特に，格式ばったコンぺで 

はないと言うことは，日頃の噂話 

から予想していましたが，先ず， 

組合せを見て，驚きました。初参 

加で無名の私が，第1組に抜擢 

(?）され，しかも小池先生と同じ 

組でプレー出来ると言う栄誉に浴 

ー シリコーン系シーUング材JIS A 5758 耐久性区分9030適合品 

エ女シーシ 

製造元 

ラント 
耐火己時間 

無汚染タイプ 

●！ 

．灘 
I罵 

謝，熟・ 

「磯醸li-. 
-，、‘ 1-

昌 

暗h 

毒－- 

者二, 

無
 

に－一 

昌 , 
本社／〒103 

α速並ど！レ、 

ンパウンド 
E議幹尉雰 印本橋各沢町 

．’ ”コー 

t 

株式会裡 
の100稲村 

03(669) 

0側国喝餌oa昌oq冶。mo（王］岡 

凹乃》 

1007ぐ直I) 

慧あtff詳m株式会社 
ー KAKEN MATERIAL LTD. 

I 〒105 東京都汽区西新橋3 -- 8 -1（第2鈴丸ピル） 

篇 
‘ 雲 FAX. 03( 433) 3914 
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JIS A 5758建築用シーリング材 
改正原案調査作成経過報告 

技術委員会 

現在のJ1SA5758“建築用シー 

リング材”は，1986年に改正され 

3年を経過したにすぎませんが， 

その間新しいシーリング材が市場 

二導入され実績がっいてきたこと， 

国際化がさらに進んだことなどか 

ら，今回本規格を改正し，新しい 

種類を追加規定するとともに試験 

方法等について実状に合わせた見 

直しを行うことになりました。 

JIS改正原案に規定すべき事項と 

しては 

1．種 類；変成ポリサルフア 

イド系を追加する。 

2．試験方法：耐久性試験後の判 

定方法及び汚染性 

試験方法の見直し 

を行う。 

3．そ の他：実情に合わせ全体 

的な見直しを行う。 

（外国規格との整 

合性等） 

水 準；国内の平均的水準 

以上とする。 

があげられています。 

東京工業大学工業材料研究所小 

池迪夫教授に主査をお願いし中立 

者側9人，使用者側6人，生産者 

側6人計21人で委員会を構成し， 

平成元年8 月より改正作業を開始 

しました。現在まで本委員会2 回， 

小委員会3回を開催し，ほぼ案の 

骨子が固まった段階にあります。 

その内容は変成ポリサルファイド 

（記号MP）の1成分形を追加す 

ること，スランプ試験に横目地を 

想定した試験方法を追加すること， 

引張接着性に'so形を使用して 

も良いこと，その他表示の見直し， 

語句の訂正等です。耐久性試験後 

の判定方法及び汚染性試験方法に 

つきましては準備不足もあり原案 

に規定することはできませんでし 

た。これらは解説に詳しく記載さ 

れる予定です。 

今後のスケジュールは平成2年 

1月に最後の小委員会を開催し最 

終案を作成，成文化し2月中に本 

委員会メンバーの書面審査をいた 

だいて，3月10日答申する予定と 

なっています。 

月，”，月，月，”,"’月，”’月’月’月’月’"' 

I 会員欄息1 
，”●”●月’月p月p"p月’”●”●”’"'"'" 

営業所開設 

東芝シリコーン欄厚木営業所 所 

在地＝神奈川県厚木市中町2 -10 

-10光伸ビル 電話0462 (23) 6707 

所長高井直人氏 

移 転 

コニシ(名古屋支店 新住所＝名 

古屋市中区栄5 -28-12興亜火災 

名古屋ビル7F 電話：化成品部 

052 (262) 8171 ボンド第一部 

(262) 8172 ボンド第2 部（262) 

8173 総務部（262)8174 FAX 

(262) 8175 

社名変更 

トーレ・シリコーン株から「東レ・ 

ダウコーニング・シリコーン( J 

に。（英文社名：Dow Corning 

Toray Silicone Co., ltd)～住所， 

電話は従来通り 
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／会員会社紹介⑩ 

総務委員会 

接着剤・シーリング材の総合メ 

ーカーである当社は，一方では石 

油化学製品・ェンプラや各種合成 

樹脂類・複合材・工業薬品類など 

のいわゆる化成品の専門商社とし 

ての一面を持っている。社業とし 

ての歴史は化成品部門の方がはる 

かに古く，明治維新前に創業され 

たいわゆる大阪・道修町の薬種商 

までさかのぼることができる。明 

治の初めには現在の化成品部に通 

じる薬品類の取扱いはもちろん， 

ブランデー，ウィスキー等の洋酒 

確立，広く需要に応えている。当 

社の経営方針は創業以来「積極・ 

堅実」。今後とも “「堅実且つ積極 

的な経営」と 「品質第一」 を信マ“に 

として絶えず新しい価値の創造を 

めざし，社会の発展に貢献する” 

ことを経営理念とし，「高品質にし 

て，使いやすく，安全な商品と工 

法」を生みだすことをモツトーに 

新たなる努力を重ねていきたい。 

f 

鐘

翻

轍

 

歯磨，シャンプー，化粧品にイ 

メージされるサンスターグループ 

にあって，特異な産業資材メーカ 

ーとして位置づけられるサンスタ 

ー技研は，昭和16年自転車用ゴム 

糊を製造・販売したことにはじま 

ります。 

近年の産業構造の変化と技術革 

新，国際化に伴い産業界，マーケ 

ットが求める技術課題は，ますま 

す高度で複雑にからみ合ったもの 

やかん詰め類の輸入販売，更には 

まだ珍しかったビールの製造まで 

も手掛け，その後，化学薬品を中 

心に明治・大正・昭和・平成と各 

時代のニーズを先取りして発展， 

現在の化成品部となった。一方， 

メーカー部門たるボンド部門は昭 

和27年我国ではじめての木工用酢 

ビ系接着剤，「ボンドCH」を開 

発・発売したのが始まり。以来， 

次々と開発された新製品と共にそ 

の商品と需要は飛躍的に広がり， 

今日では土木・建築，紙工，繊維， 

自動車・車輛，船舶，電子・電気， 

プラスチック等のあらゆる産業用 

から一般家庭用に至るまでをカバ 

ーする接着剤・シーリング材の総 

合メーカーに発展してきた。建 

築・土木分野では，昭和31年に酢 

ビベース系接着剤を，昭和35年に 

は合成ゴム系やェポキシ系接着剤 

及びポリサルフアイド系シーリン 

グ材を建築現場用として開発・発 

売，現在ではあらゆる現場に対応 

する各種樹脂材料を提供するにと 

どまらず，確かな実績の上に独自 

のノウハウを加えた樹脂及び無機 

質材利用による応用工法「BES・ 

TEM 」によって調査・設計から施 

工までをトータルした責任体制を 

山－-- 

、

、
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となっています。 

このような状況にあって，サン 

スター技研は，高分子化学を基礎 

にした合成・配合・加工技術でト 

ップクラスの品質を持つ工業用接 

着剤，シーリング材，コーティン 

グ材を生産・供給する 「化学品事 

業部」，コーティング技術をベース 

にした合成皮革や塩ビレザーなど 

のファッション用素材と成形加工 

が可能な自動車内装表皮材用高発 

泡塩ビシートをはじめ，新材料展 

開をすすめる「化成品事業部」，昭 

'57年に加わった金属加工事業 

旨」の3事業部体制による「三種 

の専業」運営で，あらゆる産業に， 

幅広く貢献しています。中でも， 

化学品事業部のシーリング材製品 

は昭和42年に導入したポリサルフ 

ァイド系シーリング材を中心に， 

ポリウレタン系，変成シリコーン 

系などのめざましい実績と順調な 

推移によって建築業界で大きく評 

価されています。また，建築・土 

木用シーラント，エポキシ関連高 

機能接着剤，ビル外壁のリフォー 

ムシステムさらにはそれらの施工 

の機械化やロボットシステムの研 

究・開発など周辺マーケツトに対 

しても積極的に展開しています。 

1989年7月30日，「太陽のよう 

に，星のように，宇宙に，そして 

地球になくてはならない存在であ 

りたい，そして世界の人々との愛 

を 
一“r" ’ 、 

ーil尋三’ー 

と調和をもって貢献してゆく企業 

でありたい」という願いの実現に 

向って，第3の創業と位置づけ， 

新しいCIプログラムを導入しま 

した。21世紀に向けて，グローバ 

ルな視野で次世代に飛躍する― 

新しいCIマークのもと信頼を基 

本に，いま求められる技術を現実 

のカタチにして皆さまにお届けで 

きるよう全社挙げて努力してまい 

りますので，－層のお引立てをお 

願いいたします。 

●野口興産liIi式合社● 

多庫区 

横浜営業所 

罵
島
町
 

新
横
浜
過
り
 

浜 

京 
浜 
* 
行 

奉区 中藻区 

川崎 高議区 

MM i会65-. 

' 
桜 
木 
町 
l 

S. 

鱗2京浜（’道I号） 

- .．や 

地4 
戸
，
過
り
 

野口興産脚 
横浜営業所 

I I 

戸 

叫見区 毒北区 

緑区 

V 神奈川区 

桝
承
買
ー
 

中区 西区 
、
 

大
和
市
 

、
 

、 
区 

旭区 

戸爆区 

臨区 

港爾区 

破子区 

金沢区 

●市営地下鉄 高島町より徒歩1分 
●東横線 高島町より徒歩3分 
●京浜急行 戸部駅より徒歩5分 

《聞官地》 
ノ、 220 神奈川県横浜市西区戸部町7丁目220番 

V 粕川ビル1階 
~ Tel. 045(324)2320 Fax. 045(324)2190 
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プリレ三器 
一少年の体験 

察I 

平野英作 

普段であれば満天の星を仰ぐ空 

に今日は一点の星もなく，真っ暗 

な闇の中で四百人を越す老若男女 

は，これからの不安におののきな 

がら言葉もなく線路に近い叢に座 

り込んで群がっていた。何の情報 

もなく，とにかく夜明けを待つ以 

外に動くに動けない集団は，それ 

ぞれが母は子を強く抱き，父は前 

途への悲壮感に包まれながら無言 

のまま家族を抱えるように座って 

いた。 

その時，誰かが「北の方に火の 

手が見えるぞ。」 と怒鳴った。 

総立ちになった。少年も跳び上 

市の郊外（篠蒜）である。幅二百 

米を越す大河（牡丹江）の鉄橋の 

向こうには・無人となった巨大ナ蘭 

パルプ工場と社宅があった。 

少年は，一年前まで神戸の中学 

で剣道の寒稽古，グライダー訓練， 

勤労動員，地域防空演習などで活 

躍していたが，陸軍士官学校の受 

験で胸部疾患が発見され，休学し 

て満州に渡り両親の許で静養中で 

あった。 

戦局の悪化を見て，両親は母校 

への復学を許さず，牡丹江中学へ 

転校手続きを済ませて約三週間目 

の出来事である。 

家族は逃げた。雨の中，泥道を 

ひたすら歩いた。途中で裸馬を喝 
い5歳の弟をしがみつかせ，3歳 

の妹は両親が抱え，少年は荷物を 

背負って無人の大地を歩いた。ど 

こまで歩けば日本人に会えるか。 

どこまで歩けば鉄道にぶつかるの 

か。南へ，ただ南へ。 

腰まで漬りながら泥水の小川を 

何度も突っ切り，食物もなく何十 

血歩いたことか。 

「どこまで続く泥濘ぞ 

三日二夜も食もなく J 

がって闇夜に目を凝らした。真っ 

暗な遠い地平線上の一点が赤々と 

燃え上がっているのが見える。 

「あれは仙洞開拓団の方角だ。 

ソ連軍は近いぞ。」 

悲鳴に近いどよめきが起こった。 

「線路の近くに居ては危ない。 

少しでも南の方へ逃げよう。」 

闇の中に混乱が起こった。家族 

を探す声，荷物を探す声，幼児の 

泣き声，女達の悲鳴，怒鳴る声が 

阿鼻叫喚をかもし出した。 

遅れまい，残されまいと暗闇に 

消える人々の中で幼児を抱えた家 

族は途方に暮れ，それでも取り残 

されまいと長蛇の列をつくって消 

えていった。 

少年の家族が夜明けを待ってい 

る間に集団は消えていた。朝にな 

って声を限りに叫んでみても，少 

年の家族は他の二家族を見付けた 

だけで本隊の行方も分からないま 

ま議尋にぽつんと取り残されてい 

た。 

16歳の少年は突然の変化に暗い， 

重い前途を予感して戦慄が止まら 

なかった。 

時は昭和20年8月13日の朝，場 

所は満州の東部国境に近い牡丹江 

「柳豊 

「塾 

並 

昭和21年3 月 新京にて引揚用に撮影。 

満州における唯ー残った写真（眼病で眼 

帯を外して） 
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家族は生き延びた。 

ふらふらの中で，ようやく出会 

った散開中の日本軍に励まされ， 

名も知らぬ駅に辿り着いて，台車 

だけの最終避難列車に辛うじて間 

に合ったのが幸運であった。 

どの位眠ったか。足の痛みで目 

が覚めて見ると水にふやけた足は 

靴に食い込んで，紐を解いても引 

っ張っても脱げなかった。 

助かった。とにかく牡丹江から 

遠去かっている。しかし，日本は 

余りにも遠い。汽車はのろのろと 

hっていた。 

、後で判ったことだが，ソ連軍戦 

車は13日には我々の居た所から12 

kmの地点にまで迫っていた：危機 

一髪であった。） 

ハルピン駅で，日の丸に代って 

はためく青天白日旗（中国国旗） 

と満人の態度から日本の敗戦を知 

り，父の決断で列車襲撃を避けな 

がら新京（長春）の支店に向かっ 

た。 

（先行した本隊がハルピンに止ど 

まっていたとも知らずに。） 

折京での一年余は，多勢の日本 

に混じって関東軍の食糧倉庫を 

襲い，小麦粉を担いで帰ると言う 

一生に一度の泥棒から始まった。 

明けても暮れても “すいとん”が 

続いた。 

ソ連軍の奪略と暴行，国府軍の 

進出，中国八路軍（共産軍）の進 

攻による市街戦，同撤退と国府軍 

の再進出などの中で，少年は使役 

に狩り出されながら，父と豚肉の 

露天商を開いて家族を飢えから守 

ることに明け暮れた。 

1 
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ぐ二鮮
満洲全国（昭和19年） 

母は発疹チフスに罹り，虱との 

限りなき戦いも続いた。 

こうして錦州，胡蘆島を経て， 

昭和21年12月，九州佐世保に帰っ 

て来ることができた。 

「国敗れて山河在り 

城春にして草木青し 」 

日本はあった。静かにたたずん 

でいた。松の緑が色濃く我々を迎 

えてくれた。 

「敗戦日本はどうなっているの 

か。満州での若い女は坊主頭にな 

り，男装して身を守っていたのだ 

が」 

国土そのものも消えてしまって 

いるのではないかとさえ思ってい 

たほどの不安は消えた。 

今，ようやく帰ってきたのだ。 

深い安堵感と疲労感がどっと襲 

った。 

遠く長い道程であった。 

我々の四百人を越す人々の中で 

吉 
一
 

dlり 

百十数名が帰らぬ人となっていた。 

少年は今になっても，あの苦難 

とその中にあった幸運を思い出す。 

1）満州に行ってなければ，神 

戸で下宿先の人と同じく空襲で死 

んでいただろう。 

2）ソ連軍の侵攻が3日遅かっ 

たなら，南満州へ動員されて居て， 

家族と再会できただろうか。 

3）若し，本隊と行を共にして 

ハルピンに居たとしたら，難民収 

容所の悪条件と発疹チフスの大流 

行，ソ連軍の男狩りによって本隊 

の人と同様にもっと悲惨な結末を 

迎えていたかも知れない。この点， 

父の判断は正しかったことになる。 

4）さらに，失明寸前になった 

右目は，新京に居たため名医によ 

って快癒した。あのような食糧事 

情の中で，豚肉屋を開き，残った 

脂身を山のように食べさせられた 
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のも快癒の一因だったようだ。も でも知りたい。」とあった。 った。 

しかすると，これも父母の深謀遠 少年の父が存命と考えてのよう 少年は，今も彼の体験を通して 

慮だったような気がする。 であった。 戦争の悲惨さを知るが故に，彼の 

その父母も今は亡い。 その日の内に電話をかけた。 願いを“平和”に凝縮させている。 

遠くの電話口に出た老婦人は 

戦後は遠くなった。 「お父上の遺品の中にでも手掛か （後記）会長の軽妙酒脱な随筆に 

記憶が遠のく中で中国残留孤児 りはないでしょうか。」と切々と訴 恐れを抱き，と言ってご指名なの 

や残留婦人の身元確認は難しくな えた。その青年は，その昔，老婦 で，少年期の体験を綴ってみまし 

っている。 人の恋人のようであった。 た。多少でも，少年の傷跡と願い 

それだけ少年も老いた。 突然，44年前に引き戻された少 を感じていただければと思います。 

先日，一通の葉書が舞い込んだ。 年は，忘れ得ぬ人に今も想いを寄 バトンは大泉副会長にお渡し致 

「会社に在籍していた〇〇青年 せる老婦人の悲しみを深く，切な します。 

の当時の生活や，逃避行の途中で く受け止めて，電話口で絶句した。 （日本シーリングエ業会副会長：昭 

どうなったのか。どんな小さな事 戦後は，まだ終わっては居なか 石化工掬技術顧問） “轟 

本年は駆けて駆けて駆けます！ 

シーリング材 

シリコーン1液2液 変成シリコーン 

ポリサルフアイド 

ウレタン1液2液 

アクリル ブチル 油性 
物流機能更に充実 

★防水吹付材・ェボキシ注入材 ． 

★エポキシライニング材・防水塗床材 

★ウレタン防水材‘シート防水材・伸縮目地材 

● 

バックアップ材 
角型 丸棒超硬質特殊形状 

コムグレイジングロープ 

マスキングテープ 

他副資材 

豊富な在庫で迅速納入 

フョー株式会社 
本社・建材営業部ノ〒130東京都墨田区業平5-5-6 Tel. 03(626)3371（代） 

大 阪 支 店ノ〒532大阪市淀川区官原5-6-10 Tel. 06(395)0201（代） 

仙 台営 業 所ノ〒982仙台市太白区富沢3-28-30 Tel.022(244)491 I（代） 

横 浜 営 業 所ノ〒248横浜市保土ケ谷区東川島町62-I Tel. 045(373)7234 
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技術委員会 

日本科学技術情報センター検索サービス情報 

日本シーリング工業会として，リクエストSDIサービスを受けています。 

フルコピーは同センター各支所，支部へお申し込み下さい（有料）。 

(0002) <8371088> JICST COPYRIGHT 

密封型及び非密封型収縮目地の差異によるポルト 

ランドセメントコンクリート舗装の挙動 

Portland cement concrete pavement performance as in-

fluenced by sealed and unsealed contraction joints. 

SHOBER S F <Wisconsin Dep. Transportation, WI, USA> 

B663A Transp Res Rec NO. 1083 PAGE. 7-12 '86 

くJ〉くAl〉くEN〉くUSA〉く写図3表2参12> 

ウィスコンシン道路局は1974年，標題の舗装（PCC）全体挙 

動が目地間隔及び目地部が密封か否かによりどのように影響 

されるかを評価するため，シーラントの研究を開始した。 

PCCは9”厚の鉄筋コンクリートとしシーラントを5種類用 

意し，目地間隔は20", 40", 60", 80”の4 タイプとした。試 

魅断面は22ケ所，このうち8 ケ所は非密封，14ケ所の密封部 

縦10年間シールシステムを維持のため定期的に取り換えた。 

その結果ある種のシーラントは10年間耐えたが，むしろシー 

ラントのない目地の方が挙動は秀れた。目地間隔は狭い方が 

よい挙動を示した。 

RC04040G く625.82ノ．84> 

コンクリート舗装：ポルトランドセメント；目地；シーラン 

ト；舗装構造 

〔収縮目地〕 

(0001) <8469541> JICST COPYRIGHT 

建築用シーリング材の概要 

寺内伸く鹿島建設 鹿島技研〉 

Y020A フアインケミカル VOL. 17, NO. 11 PAGE. 5-13 ' 

88 

くJ> <B2〉くJA〉くJPN〉く写図7表2参5 > 

シーリング材の建築分野での利用状況，それらの要求性能， 

今後のあり方，要望などに関して述べた。要求性能について 

は，使用過程ごとに分けて説明した。今後は，目地の種類の 

増大に対して，接着性に優れたプライマーやシーリング材の 

選定法の確立，耐久性に優れたシーリング材，ストラクチュ 

雇ルシーラント，万能プライマー及び湿潤面プライマーの開 

ゆI期待される 
YK02000Q, RA06050K <668.3 :620.1, 691 : <<69.02+.05 

+699.8>>> 

建築材料：シーラント：必要条件；目地：物理的性質；充 

填：製品開発 

(0001) <8511298> JICST COPYRIGHT 

矩形断面をもつシーリングジョイントの耐疲労性 

に及ぽす形状・寸法の影響 
田中享二，小池迪夫，橋田浩〈東京工大 工材研〉：岡本肇〈竹 

中技研〉:LIM M S く東京工大 大学院〉 

F393B く0910-8025> 日本建築学会構造系論文報告集 NO. 

390 PAGE. 10-17 '88 

<J〉くAl〉くJA> <JPN〉く写図15参10> 

シーリングジョイントの最も基本的な形状である矩形断面に 

ついて，耐疲労性の観点から形状・寸法の持つ意味を明らか 

にし，合理的な目地深さ決定の考え方について検討した。次 

の結論を得た。1）疲労によりキレツの発生する位置は，シー 

リング材の変形状態，特にジョイント縮小時の形態と密接な 

関係がある，2）またシーリング材にキレツの発生する位置は， 

引張応力と圧縮応力が交互に生ずる部分である，3）断面につ 
いては，そのプロポーションが大切であるが，目地深さ決定 

の目安とされていたJASS8の 形状係数の範囲では，幅広目地 

を含む広範な目地領域には不十分であり，目地幅増加率に比 

べて目地深さ増加率は少な目の方が耐疲労性の観点からは望 

ましい 

RB030SOS, RA060SOK く69.026/.029, 691 : <<69.02+ .05 

+699.8>>> 

疲れ強さ：疲れ試験：シーラント：サイズ効果；形状効果； 

疲れ亀裂；断面；目地；光弾性試験：応力分布；応力測定 

(0001)くA88231014 JICST COPYRIGHT 

目地と充填材1988年目地充填技術の位置付 

Fugen und Dichtstoffe: Stand der Fugenabdichtungste-

chnik 1988. 

GRUNAU E 

D894A <0005-6634> Baugewerbe VOL. 68, NO. 20 PAGE. 

23-26 '88 

くJ〉くB2〉くDE〉くDEU〉く写図12> 

目地充填材料は，1968年頃から使い始められ現在では高い技 

術レベルに到達して，高層住宅の外壁に使ったポリサルフア 

イド来材料等30年間の品質保証は可能になってきた。一方最 

近市場に出回る安価なプラスチック系充填材のうち，7-10 

年で硬化し亀裂が発生したポリウレタン，カビの生えたシリ 

コンコーキング材等適正な材料の選択が必要である。 

RA06050K <691 : <<69.02+.05+699.8>>> 
目地；充墳材料；プラスチック：シーラント；選択 

(0002) <9036766> JICST COPYRIGHT 

上部構造用防水充填材の耐久性 

Lebenserwartung von Dichtstoffen im Hochbau. 

GRUNAU E B 

D993A Elem Bau VOL. 25, NO.5 PAGE. 12-15 '88 

<J> <B2〉くDE> <DEU〉く写図1表3 > 

建築部材間に防水性を持たせ，目地処理する充填材は，DIN 

18540に規定 されており，弾性目地，部材間接合目地，接続目 

地，二重ガラス等の窓サッシ目地，水回り目地，さらに地下 

室，水中にも使用される。50年代初めからパテ材にかわって 

使用され，現在2/3が外壁，1/3が窓回り用，1958-65年と1970 

'-.75年に施工された物件の損傷頻度，損傷原因等を追求し耐 

用年限について論じた 

R 政〕1032Q く699.82> 

防水性；目地：充填材料：サッシ：外壁：損傷；耐久性：寿 

命：シーラント 
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 各地からのたよリ 

●本部事務局だより 

昨年国内では消費税の導入，参 

院の保革逆転，国外では東欧諸国 

の体制変革，天安門事件，パナマ 

出兵など激動の一年でした。一方 

国内経済は極めて活況に推移し， 

各企業とも好収益をあげておりま 

す。その結果，暮のボーナスも大 

きくふくらみ，一昨年末の自粛ム 

ードの反動か，ボーナス景気に沸 

く歳暮風景は大変なもので， TV 

でロイヤルドルトンのディナーセ 

ット4000万，純金のパタ-300万の 

商品が紹介されたのには驚きまし 

た。何と太平で金あまりの日本な 

のでしょう。 

省みて昨年の工業会は如何なも 

のでしょうか。とにかくシーリン 

グ材は建設ブームに伴い可成の数 

量が出たようですが，懐にいくら 

残ったかを考えると，淋しいよう 

に思えます。それはさておき，工 

業会の活動状況としていくつか特 

筆すべきものがあります。 

総務委員会では，役員任期を2 

年とする会則の改正，役員選挙内 

規の制定が承認されました。また 

会員の連繋強化と外部からの問合 

せの便を図る目的で，会員名簿を 

作成，刊行いたしました。 

調査委員会では，消費税施行に 

対処し，会員でカルテルを結成す 

ると共に，各地区ディーラーのカ 

ルテル結成に協力いたしました。 

カルテル結成の効果はともかくと 

して，各地区にディーラー会が生 

れたことは大きな成果と思います。 

また従来工業会で実施していまし 

た工業統計を通産省に移管し，通 

産主導の統計に改めました。今後 

より充実した統計調査になること 

と思います。 

技術委員会では，63年度に参画 

した官民共同研究の 「シーリング 

防水の補修・改修設計・施工指針」 

を完成，答申を終りました。昨年 

の課題としては，今秋ワシントン 

で開催されるASC国際会議への 

参加決定に伴い，発表論文の作成 

を急いでおりますし，J1SA5758 

改正の委託を受け，今年3月答申 

に向け作業を進めております。 

広報委員会では，リレー随筆を 

新企画とし，その第ー稿が会長よ 

り寄稿され「シーリングニュース」 

37号に掲載，好評を頂きました。 

検定委員会では， 2月に実施す 

る管理士検定講習会の準備をほぼ 

完了いたしましたが，今回も極め 

て多数のご応募を頂き，全員を受 

入れしきれず，止むなくご遠慮願 

う方々が出て申訳なく思っており 

ます。次回には早めにお申込み下 

さるようお願い致します。 

今年も既: 1 月が終ろうとして 

おります。 

景気も引続き堅調と思われます 

が，シーリング材業界は如何でし 

ょうか。お互の壁を取り除いて， 

会員相互の協調の下に信頼を深め 

稔りある明朗で活発な業界に成長 

することが大きな命題であると思 

います。 

●北海道支部の動き 

11月の思いがけない暖気で，最 

盛期を迎えていた工事業界も大い 

にはかどったことと思います。し 

かし，12月8日に大雪が襲来，又 

中旬には寒気も加わり，漸く，冬 

の北海道らしくなって来ました。 

いよいよ年末にかけ工事も追込み 

に入っています。 

支部活動を報告しますと，まず 

11月中旬に材工合同現場パトロー 

ルを例年通り行いました。（地区一 

札幌，恵庭，旭川）又，日乾防北 

海道支部との共催による 「寒冷地 

に於けるサイディング材施工につ 

いて」の講習会（開催＝平成2年 

1 月下旬，地区＝＝旭川，帯広）準 

備のため打合せ会議を行っていま 

す。本件については，昨年に引続 

き実施するもので，内容的にも， 

より前進すべくメンバー（7社） 

―同仕上げに向けがんばっていま 

す。 (12月15日 支部長） 

●仙台支部の動き 

この支部だよりが皆様のお目に 

留まる頃は，東北地方も冬の真 

ただ中，一番寒さの厳しい季節（と 

き）と思われます。 

1 年というのは本当に早いもの 

で，昭和天皇の崩御で始まった平 

成元年は，社会的にも経済的にも 

様々な話題を我々に提供し，アッ 

という間に平成二年の門へすり抜 

けてしまいました。我身を置く東 

北も，経済的には中央の大都市の 

スピードや変化とは，質的に大き 

な差がみられるものの大きく膨脹 

しつつある様に思われます。東北 

の建設業界も長雨の上がった昨年 

の七月以降は，各県各職場で人手 

不足が顕在化し，工期のズレが発 

生，あちこちで「パンク寸前」と 

か「身体がもたない」  等 

悲鳴にも似た声が聞かれました。 

正に労働力不足による 「労働力問 

題」 という大きなテーマを抱えな 

がら平成二年へとページがかわり 

ました。全ての商品，製品そして 

完成品に対して，その出来映えの 

すばらしさに驚愕し関心が集まる 

昨今，物事の本質をみつめプロセ 

スにも注意を促し配慮する心に， 

何か大きなテーマの糸口が隠され 

ている様な気が致します。平成二 

年も 「自然との闘い」，「工期との 

闘い」，「コストとの闘い」，「質と 
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 各地からのたよリ 

の闘い」が， くりひろげられます。 

（執筆代行 生出幸雄） 

●東京支部の動き 

今年は1月早々「昭和天皇崩御」 

という悲しいニュースからのスタ 

ートでした。 

昨年12月に消費税導入が決定し， 

4月1日施行に向けて不安ばかり 

募る中で，KSDM 会を3月に発 

足させ，関係各位の御努力により， 

4 月以降，円滑なる転嫁推進が図 

れたことを，この“誌上をお借りし 

／豊“一感謝の意を表します。 

この1年間を振り返ると，昨年 

同様の建築ブームで業務は多忙を 

極めており，特に工（東シ協）側 

では，人手不足により受注活動に 

対して更に慎重な対応を余儀なく 

されております。今後更に深刻度 

を増す事が予測され，関係団体の 

支援が急務と思われます。 

この多忙の中で，支部親睦ゴル 

フコンぺを11月7日，雨中の久邇： 

カントリークラブで挙行し更に親 

睦を深めることができました。 

残すところ，あと2週間となり 

ましたが，来年も今年同様多忙な 

1年だと思われます。切に願うの 

は，今年よりも更に材・販・工互 

－に利益を享受出来る1年となる 

事を望んでおります。 

(12月18日記） 

●名古屋支部の動き 

今年も温暖な中で，日本まるご 

と恙無く1年を終ろうとしていま 

す。振り返れば，国際的には大き 

な変革の波が起き，さらに増幅し 

そうな傾向にあります。又国内で 

は永かった昭和から平成へと年号 

は改められましたが，経済の活況 

は依然として継承され，あらゆる 

産業が好景気の内にあります。 

当地に於ても，いろいろ懸念さ 

れた消費税の転嫁問題ですが，な 

んとか定着したかのようです。又， 

名古屋市政100周年を記念して市 

内三ツの会場で催された世界デザ 

イン博も目標の1400万人動員が叶 

い，名古屋駅を始め街の此処彼処 

で景観が美しく変わりました。そ 

して当地選出の海部総理の誕生で 

す。 

さて，何処も彼処も景気の良い 

中で我々の業界は増収減益，稔り 

少ない繁栄を続けています。工事 

業の皆さんも人手不足で悩んでい 

ます。何かがおかしい。我慢と妥 

協と駆け引きに馴らされ，あるべ 

き姿を忘れてしまっているのかも 

しれません。来年も日本経済は4 

-.5％の成長が見込まれています。 

体質改善の環境は整っているはず 

です。我々自身に問題ありとして， 

素直で正直な主張を心掛けたいと 

思います。 

●大阪支部の動き 

昭和の時代が終わり，平成元年 

と新たな年号でスタートした1年， 

世界的には政治改革が断行され， 

古い体制への改善要求が実現され 

た激動の年であったと云えます。 

日本経済は政府の内需拡大政策の 

下で，消費需要に支えられた景気 

拡大が続き，関西地区でも，業界 

として，好調に推移することが出 

来ました。平成2年度もこの傾向 

は持続され，明るさが感じられま 

す。大阪支部に於ては，9月29日 

関西技能開発センターで，関シ協 

主催の経営研修会が開催され，日 

シエメンバーも多数参加しました。 

経営者の意識革命，収益体質づく 

り，労務管理等について講演があ 

り，業界繁栄の方策について，受 

注先に対する説得の仕方，安値等 

苛酷な条件に対し勇気をもって断 

る姿勢，労働力確保のための環境 

づくり，週休2日問題等について， 

熱のこもった討議がなされました。 

10月24日には日シ工，なにわ会合 

同のDM会ゴルフコンぺを 

カンツリークラブで開催し，晴天 

の下，好スコア続出の中で，ェー 

ビーシー商会・片山氏がベスグロ 

と優勝とを獲得されました。12月 

8 日にはなにわ会の忘年会が，12 

月19日には関シ協主催の忘年会が 

開催され，日シエメンバーも多数 

参加して，平成元年度の成果をた 

たえあい，2年度へむけて期待を 

こめて，にぎやかな一時をすごし 

ました。また，平成2年度にむけ 

て，12月15日の支部幹事会で，新 

年会の開催，研修会開催等につい 

て，日シ工大阪支部として地道な 

活動を推進していくよう申し合わ 

せました。 （文責 前田） 

田 

．広島支部の動き 

新しい年を迎え，支部会員並び 

に昨年暮に新発足した中国シーリ 

ング工事業協同組合のメンバーは 

張切っております。中国地区も関 

東，近畿地区などには遠く及びま 

せんが，一昨年当りから大型物件 

が続出し，工事量も拡大しており 

ます。何かと雑用が多く会として 

の行事も怠りがちでありましたが， 

今年こそ，中シ協組と協力し実の 

ある活動をして行きたいと考えて 

います。 

、 I 

⑨⑧⑥ 
、 、 、、 
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●福岡支部の動き 

平成2年の新しい年を迎え，謹 

んで新春のご挨拶を申し上げます。 

ご承知のとおり，九州は地理的 

にも，歴史的にもアジアと深いつ 

ながりがあり，福岡市は，その中 

でも九州の中枢都市として発展し 

ております。21世紀へ向けて都市 

づくりの基本理念を「海に開かれ 

た活力あるアジアの拠点都市」 と 

位置付け，海とロマンのある国際 

都市づくりの推進をはかっており 

ます。本年は「ときめき，出会い， 

みなぎる力」をスローガンに 「と 

びうめ国体」が開催され，県内各 

地で競技が展開されます。 

さて，去る12月13日，久しぶり 

に九シ協，ディーラー会，工業会 

の幹事会社で忘年会を開催し，情 

報交換を行い合せて親睦を深める 

事が出来ましだ。 

今年は例年に比較して，物件も 

増加しており，各工事店の皆様は， 

連日遅くまでがんばっていらっし 

ゃいます。 

最後に，今年も業界の発展のた 

め，関係者一同，力を合せて協力 

していくつもりであります。皆様 

方のご支援，ご指導をお願い致し 

ます。 

（平成2年1月8 日 義本記） 

、、 

唖
 

使いやすさと信頼性の調和 タイルメントの充てん剤 

S-1ロロ S ー巳ロロ S-Sロロ 8 -5ロロ 5 -7ロロ 
（シリコーン系） （変成シリコーン系） （ウレタン系） Iアクリル系） （油性系） 

S-iロ1 
：シりコーン系） 

8 -2ロELM 
（変成シリコーン系） 

5 -3ロSLM 
（ウレタン系） 

5 -6ロロ 
（プチルゴム系） 

アクリルコーク 

ジャンボ 
（アクリル系） 

~ 

株式舎社ョIつしメコト 
本社／〒妬3 名古’西m 川；y 省跡町Iの58 TELt ・マに1ノり江0・・： F AX(052)41ト3516 

■東京支店■大阪支店.■名古屋支店■仙台営業所■福岡営業所■広島営業所■札幌出張所■横浜出張所’北陸出張所 
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わが国建築用シーリング 

材の最高権威である・故 

狩野春ー工学博士の監修 
による、シーリング関係 

刊行物のご案内 ●詳細はト日本シーリングエ業会ft03 (255)2841 ---2 

改定版・シーリング材 新・建築用シーリング材 

ハンドブック シーリング管理士用テキスト 

1988 
ハンドフック 

好評のシーIJンク材ノ、 

ンドフックの改定版。 

UtS、 UASS 、建設省 

建築工事共通仕様など 

最新情報を随所に盛込 

んだシーIソンク材の案 

内書。 シーIソンク材の 

特性と選び方に重点を 

置いた実用書として、 

誌面も解り易く見易い 

構成になつています。 

頒布価格1.000円 

'’コrqJ ~I プ‘ 

内容も大幅に改訂。 

教科書サイズとなり携 

帯にも便利0 シーI工ン 

グ材の適材適所の使用、 

適切な目地設計、正確 

な施工など種マの知識 

と技術の向上を目ざし 

た「シーリング管理士」 

養成講習会の教材であ 

り、シーIソング関係者 

にとつて貴重な参考書 

です0 

頒布価格4.500円 

積算演習 シーリング管理士試験 

問題集・解答付（60-62年度） 

1 
‘ーvン‘軒員L"“円●里 ”“ 

A ●耳“‘ ●h糾‘、， 

問題集として最近3年 
間(60-62年度）のシー 
I-)ング管理土試験問題 
を年度別に集約した本 
書は管理士・技術管理 
士を志す人のみならず 
シーIJング業務に携わ 
る方マにとニつて参考と 
なるものです0 

頒布価格1.000円 

‘~・‘、一・’ こ●＝ 

」‘'‘●－,，' 

シーリング防水施工法 
改定版 

シーリング工事の基本 
から実践・応用までを 
最新技術資料を盛込み 
解り易＜解脱した実務 
参考書。 内容はレ建築 
物の基礎知識レシーI-) 
ング防水の基礎知臓ン 
良いシーリング防水工 
事D良いシーIノング防 
水工事のためのデイテ 
ールシートン故障と補 
修―の梶成。 
日本シーリング工事業 

団体運合会発行 

頒布価格2,500円 
（消費税別途） 

シーリング防水施工法 ・ 

図面から正確な目地寸 

法、延べ長さを拾い出 

し、材料費、 工貫を加 

えた材工共の単価の算 

出は施工会社、シーIJ 

ングメーカーおよび関 

｛系者各位にとつて重要 

な業務です。 この道の 

ベテランが図面により 

ーからわかり易＜順序 

だてて解説していま隣 

頒布価格1 .000円 

画
瞬
 

叫
懸
 

建築用シーリング材と 
その正しい使い方 

' ！ 、縄曹 者必読の座右の書。執筆 
t － 加 者は故・波多野ー郎千葉 

' 1二 －’二― 」書“‘ 大学教授、小池迪夫東京 

“ ま 工業大学教授、加藤正守 

『 百 千葉大学助教授をはじめ 
I － 」 わが国シーリング材研究 

: I '－ の第ー人者および業界関 

遣 書 係者多数。設計から材料、 

i， 」 ‘「蓄露藩 施工まで幅広い内容とな 

っています。 

頒布価格4,800円 

（会員頒布価格4.300円） 
（消費税別途） 

（送料は別途申し受けます） 

35 



日本シーリングエ業会の概要

性格と組織 

本会はわが国における建築用，土木用シーリング 

防水の健全な発展と振興を計ることを目的として， 

昭和38年2 月に設立されました。会員はわが国の 

シーリング材メーカーが加盟し，賛助会員は原材料 

メーカー及び取扱業者が加入しており，全国に7支 

部を有する全国的組織であります。 

事 業 

〇シーリング管理士，シーリング技術管理士の養成 

〇日本シーリング工事業団体連合会と連繋，材料お 

よび工事に対する信頼の確保 

〇技術資料の収集と情報の交換 

〇JIS, JASS への協力 

〇市場調査，需要開発に関する調査研究 

〇機関誌「シーリング」（年1回発行） 

〇シーリングニュース（年3 回発行） 

こ畦三： )廷鬟*ll蕉3 
く委員会＞ 

総務委員会 

技術委員会 

広報委員会 

調査委員会 

シーリング管理士 

検定委員会 

く分科会＞ 

機能別分科会 

弾性系1成分形分科会 

弾性系2成分形分科会 

非弾性系1成分形分科会 

基材別分科会 

シリコーン分科会 
変成シリコーン分科会 

ポリサルファイド分科会 

ポリウレタン・アクリルウレタン分科会 

アクリル・SBR分科会 

プチルゴム・油性分科会 

変成ポリサルファイド分科会 

く支部＞ 

北海道支部 仙台支部 東京支部 名古屋支部 

大阪支部 広島支部 福岡支部 

シーリングニュース第38号 

企 画・発 行：日本シーリング工業会広報委員会 

〒 101 東京都千代田区外神田2-2-17 

共同ビル 費03-255-2841-- 2 

FAX 03-255-2183 

製作協力・広告：新樹社 

表 紙 写 真：皇居二重橋 

日本シーリングエ業会会員 
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信越シリコーン 

電鵬シリコーン 
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信越シリコーンシーラント 

耐久性能と実績〇 
信越シリコーンシーラントは、耐久性、耐候性、耐熱性、 

耐寒性などにすぐれた高性能弾性シーリング材です。ほと 

んどの材料とよく接着し、一般住宅、超高層ビル、土木工 

事、水槽などの各種目地に幅広く使われています。 

信越化学工業株式会社 
シリコーン事業本部 国内営業第三部 （03)256-365 I 

〒I0l 東京都千代田区神田鍛冶町3-6-7 フジトシビル 

大阪支店（06) 315-307 ~ 札幌営業所（01 1 )22ト647 ~ 長野営業所（0262)28-9104 

名古屋支店（052)581-6511 器器馨I器に；I『 ま器鷺IIIIIlIl二IlI: 
福岡支店（092) 78ト2782 北陸営業所（0776)26-IS 5 ~ 高松営業所（0878 )22-36 13 



例えば、近代建築の分野では、 

,＋ ノt’ャ 『,「 、 I t . ‘ー ノ I ' 

メ主ラKnlノーソーノノノ 1、り マ ’くノ- I I ノ 

ーが優れた性能で確かな信頼を築いています。 

◇YOKOHAMA 

いまや、ビル建築の主流となっ 

たカーテンウォール工法。 その 

陰ではシーリングテクノロジー 

が極めて重要な役割を演じてい 

ます。くノ、マタイト〉は、タ1壁パネ 

ル、サッシ、ガラスの継目など 

をしっかりとシーリングし、建 

物の気密性を守り、また地震や 

温度変化にも柔軟に対応します。 

昭和38年、国産初の弾性シーリ 

横浜ゴムはいまMULTIPLE。 ング材として登場して以来、池 

袋の「サンシャイン60」や新宿 

副都心の高層ビル群に採用され 

るなど、近代建築の発展ととも 

に歩んでいます。最近では、プ 

レハブエ法などの低層住宅や話 

題の「東京ドーム」にも使用さ 

れ、適材適所で幅広いニーズに 

応えています。建築用弾性シー 

リング材くハマタイト〉、横浜ゴ 

ムの多彩な顔のひとつです。 

、

一

 

■

■

 

MU'TI一FACE 
〈ノ、マタイト〉建築商品 
.2成分形シリコーンくシリコーン70> 

'2成分形変成シリコーンくスーパーII> 

.2成分形ポリサルファイドくSc巧（1〕〉 

.2成分形ポリ．ウレタンくUH-30> 

.1成分形変成シリコーン〈スーパーワン〉 

（高モジュラスタイブ） 

●1成分形変成シリコーンくスーパーワンLM> 

（低モジュラスタイプ） 

●1成分形ポリウレタンくシールエース） 

.1成分形シリコーンくSS-310> 

.1成分形弾性エポキシくエポソフト〉 

●ウレタン塗腕りi水材くアーバンルーフ〉 

.2成分形ェポキシ接着剤くY-171〕TM> 

.2成分形ボリサルファイドくPRび428> 

.2成分形ポリサルファイドくRc-1叩Fr> 

.2成分形ポリサルファイドくSM-lOll-if> 

●合成樹脂系塗床材くスムーニーフロアー） 
横浜ゴム株式会社ハマタイト事業部 〒254 神奈川県平塚市中原上宿900 TEL 0463-3ト3002閥 


